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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ど
い
て
、
ど
い
て
ぶ
つ
か
る
わ
よ
ー
！
と
乱
暴
運

転
を
氷
上
で
楽
し
む
Ｎ
Ｙ
っ
子
た
ち
。
こ
こ
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
（
Ｎ

Ｙ
公
立
図
書
館
裏
）
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
仮
設
さ

れ
た
「
バ
ン
パ
ー
・
カ
ー
」
遊
戯
場
。
ハ
ン
ド
ル
操

作
で
氷
の
上
を
滑
り
な
が
ら
回
転
し
た
り
友
人
同
士

で
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
遊
べ
る
。
乗
れ
る
の
は
７
歳

以
上
で
身
長
制
限
あ
り
。
チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
販
売
制
。
料
金
は
20
ド
ル
か
ら
25
ド
ル
。
３
月

２
日
（
土
）
ま
で
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

bryantpark.org  

か
ら
。　
　

 （
写
真
・
三
浦
良
一
）

ぶ
つ
か
り

ま
ー
す
！
！

　

外
務
省
は
、
２
０
２
４
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｊ
Ｐ

Ｏ
）
派
遣
候
補
者
選
考
試
験

（
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
１
月

22
日
募
集
要
項
を
公
開
し
た
。

応
募
受
付
の
開
始
は
2
月
1

日
、
締
切
は
3
月
4
日
。
Ｊ
Ｐ

Ｏ
派
遣
は
、
国
連
を
は
じ
め
と

し
た
国
際
機
関
へ
の
就
職
を
支

援
す
る
目
的
で
、
各
国
政
府
の

費
用
負
担
を
条
件
に
、
国
際
機

関
が
若
手
人
材
を
受
け
入
れ
る

制
度
だ
。

　

外
務
省
で
は
、
１
９
７
４
年

か
ら
同
制
度
に
よ
る
派
遣
を
開

始
し
、
35
歳
以
下
の
若
手
の
日

本
人
に
対
し
、
2
年
間
、
国
際

機
関
で
勤
務
経
験
を
積
む
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
日
本
人
の

国
際
機
関
へ
の
就
職
を
後
押
し

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
累
計

派
遣
者
数
は
１
９
５
０
人
以
上

に
上
る
。

　

令
和
4
年
（
２
０
２
２
年
）

末
時
点
の
最
新
の
調
査
で
は
、

９
６
１
人
の
日
本
人
職
員
が
国

連
関
係
機
関
の
専
門
職
以
上
の

ポ
ス
ト
に
就
い
て
お
り
、
こ
れ

は
過
去
最
高
の
数
字
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
半
数
近
く
の

４
６
８
人
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
者

だ
。
幹
部
職
員
に
つ
い
て
も
、

91
人
中
、
39
人
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身

者
（
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年
末

時
点
）
で
、
国
連
事
務
次
長
・

軍
縮
担
当
上
級
代
表
を
務
め
る

中
満
泉
（
な
か
み
つ
・
い
ず
み
）

氏
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
幹

部
職
員
も
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
と
な
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
は
、
派
遣
期

間
中
に
、
国
際
機
関
職
員
と
し

て
必
要
な
知
識
・
経
験
を
積
み
、

派
遣
期
間
中
ま
た
は
終
了
後
に

正
規
採
用
を
得
る
こ
と
、
ひ
い

て
は
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
、
ま
た
は
国
際
機
関

を
代
表
す
る
幹
部
と
な
っ
て
活

躍
し
、
日
本
と
国
際
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強
め
る
役
割
を
担

っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
る

い
わ
ば
国
際
機
関
職
員
へ
の
登

竜
門
と
言
え
る
。

　

令
和
2
年
度
（
２
０
２
０
年

度
）
試
験
以
降
は
、
全
面
的
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
試
験
を
実
施

し
て
お
り
、海
外
か
ら
の
応
募
・

面
接
の
実
施
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
外
務
省
で
は
「
世
界
中

で
活
躍
し
て
い
る
意
欲
あ
る
日

本
人
の
若
手
人
材
の
国
際
機
関

へ
の
挑
戦
を
支
援
し
て
い
る
」

と
海
外
か
ら
の
応
募
も
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

応
募
資
格
は
２
０
２
４
年

２
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
下

で
あ
る
こ
と
。（
生
年
月
日
が

１
９
８
８
年
２
月
２
日
以
降
で

あ
る
こ
と
）。
派
遣
先
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
学
歴
や
職
務
経

験
は
異
な
る
が
、
概
ね
国
際
機

関
で
自
分
が
希
望
す
る
ポ
ス
ト

の
業
務
に
関
連
す
る
分
野
に
お

い
て
修
士
号
の
取
得
、
２
年
以

上
の
関
連
し
た
職
務
経
験
を
有

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
英
語
で
職
務
遂
行

が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
将
来
に

わ
た
り
国
際
機
関
で
働
く
意
思

を
有
す
る
こ
と
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
こ
と
。
募
集
内
容
の
詳

細
と
応
募
方
法
は
、
国
際
機
関

人
事
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
応
募
用

専
用
リ
ン
ク
（https://www.

mofa-irc.go.jp/jpo/index.
html

）
を
参
照
。
応
募
は
必
要

事
項
を
記
入
し
て
必
要
書
類
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。
応
募
の

締
め
切
り
は
３
月
４
日
（
日
本

時
間
午
後
11
時
59
分
）。

国
際
機
関
へ
の
就
職

２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
候
補
者
選
考
試
験
願
書
受
付
開
始

外
務
省

若
手
日
本
人
研
修
制
度
で
支
援

BUMPER CAR 
on ICE ★

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ホ

ス
ト
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
で
１
月
24
日
、
就

任
後
３
回
目
と
な
る
施
政
方

針
演
説
を
行
っ
た
。

　

市
長
は
ま
ず
、
Ｎ
Ｙ
市
警

の
協
力
と
先
を
見
越
し
た

Ｎ
Ｙ
市
政
の
方
針
で
、
就

任
２
年
間
で
全
体
的
に
犯

罪
件
数
が
減
少
し
た
こ
と

を
称
え
た
。

　
（
施
政
方
針
演
説
の
内

容
17
面
に
）

施政方針演説

犯
罪
件
数
が
減
少

教
育
、
住
宅
に
新
た
な
取
り
組
み

　

能
登
半
島
地
震
被
災
地
を
救

済
す
る
た
め
の
寄
付
金
集
め
を

目
的
と
し
た
ア
ー
ト
公
演
「
フ

ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
北
陸
へ
歌
声
・
旋

律
届
け
！
」
が
２
月
３
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
館
ホ
ー
ル

（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。
在
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ナ
ー
が
被
災
地
救
済
に

集
結
し
、 

被
災
地
の
早
期
復
興

を
願
い
、
全
力
投
球
す
る
。
出

演
者
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出

演
だ
。
入
場
料
（
寄
付
）
40
ド

ル
。
お
弁
当
（
先
着
１
０
０
個

分
）・
お
茶
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る
経
費
を

控
除
し
た
収
入
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
組
織
を
通
じ
て
全
て
能

登
半
島
地
震
被
災
地
へ
届
け
ら

れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル  nfo@nyjalc.org 　
原
茂

（
は
ら
も
）
さ
ん
。

能登半島ＮＹから支援
アート公演会２月３日
NY日系人会館で

www.saitollp.com
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nfo@nyjalc.org
mailto:nfo@nyjalc.org
mailto:nfo@nyjalc.org
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/index.html
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（3）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）2月 3日（土）

２月NY日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日　10:45am-11:45am 太極拳クラス
火曜日　1pm-4pm 書道クラス @JAA
水曜日　10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日　1:15pm-3pm JAA コーラス

■ 2 月 2 日（金）10:30am-12:00pm　Apple kids 企画「灘田
篤子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」
無料です。

■ 7 日（水）6:30pm-7:30pm　online 「JAA 理事会＆年次総会」
2024 年度理事・役員、各委員会委員長の紹介。詳細は後日。

■ 8 日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
ます。要予約。各 30 分。

■ 8 日（木）12pm-「第 33 回新年シニア会 @ 日本クラブ」日
本クラブ主催、ＮＹ日本商工会議所後援で開催。日本クラブ
特製のお節を楽しみます。会場は日本クラブ（145 West 57 
th St.）。人数制限があるので早めにJAAにお申込みください。

■ 12 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」　田
原ミチさん、津田やすこさん、佐々木ノリさんと小林はるか
さんが行う。各 30 分。要予約。

■ 15 日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」三木克
己弁護士がご相談にのる。各 15 分。要予約。 

■ 15 日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」誰でも参加可能。参加費 $5

■ 19 日（月）President Day のため JAA はお休み
■ 22 日（木）12pm-2pm「ひなまつり敬老会」お雛様の前で、

敬老会を行う。K.IWAKI Band と懐かしい歌を楽しみましょ
う！　お弁当代 $5。敬老会参加、デリバリー、ピックアッ
プは要予約。1月&2月のお誕生日の皆さんお集まりください。

☆ JAA 事務局から
〇締切り 2 月 15 日：2024-25 年度 JAA 本庄奨学生募集中
今秋から大学院に進学又は在籍する学生 ( 医学、音楽、アート

以外 ) を対象に募集しています。今後の日米関係に貢献する
若者の育成を目的にしています。日本人、日系人会会員以外
も応募できます。JAA にお問い合わせください。

https://jaany.org/education/honjo-scholarship/

〇能登半島地震の募金活動をしています。ご協力ください。
〇 2024 年度の会費納入のお知らせを送りました。継続してご

支援お願いいたします。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th St., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

東
京
の
魚
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

NYで東京水産物 PR
羽田→JFK直送目指す

　

東
京
都
は
１
月
29
日
夕
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
、

キ
ン
メ
ダ
イ
、
ハ
マ
ダ
イ
な
ど

の
水
産
物
の
魅
力
を
米
国
に
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
当
日
は
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係

者
ら
１
０
０
人
余
り
が
参
加
し

た
。

　

主
催
者
で
あ
る
東
京
都
の
髙

橋
慎
一
産
業
労
働
局
農
林
水
産

部
長
は
「
大
都
会
の
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
東
京
都
に
は
一
方
で
、

伊
豆
諸
島
や
小
笠
原
諸
島
な
ど

海
流
の
影
響
で
我
が
国
有
数
の

漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮮
度
の
保
持
と
味
の
質
を
維
持

す
る
た
め
、
活
〆
の
処
理
も
一

部
施
し
、
皆
さ
ん
に
十
分
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

森
美
樹
夫
大
使
は
「
江
戸
前

寿
司
の
名
前
の
由
来
は
東
京

の
寿
司
」
と
述
べ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
は
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
が
２
０
２
２
年
の
統

計
で
１
９
３
６
軒
あ
る
こ
と
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
星
を

と
っ
て
い
る
全
71
軒
の
う
ち

約
４
分
の
１
の
18
軒
が
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
、

日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
額
が
２
０
２
１
年
に

１
兆
円
を
突
破
、
22
年
に
は

１
兆
３
３
７
２
億
円
、
日
本
政

府
の
輸
出
額
目
標
が
25
年
ま
で

に
２
兆
円
、
30
年
ま
で
に
５
兆

円
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　

東
京
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

の
山
口
定
治
参
事
は
「
日
本
の

領
海
の
４
割
は
東
京
の
海
。
広

い
海
で
獲
れ
た
本
格
的
な
魚
を

こ
こ
に
お
届
け
し
た
い
。
現
在

は
西
海
岸
か
ら
陸
送
だ
が
、
年

内
に
は
羽
田
か
ら
Ｎ
Ｙ
直
送
を

目
指
し
て
い
る
」
と
い
う
。

　

当
日
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
シ
ェ
フ
の
一
人
、

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

の
総
料
理
長
、
吉
澤
邦
明
さ
ん

は
「
う
ち
は
自
前
で
月
に
２
回

空
輸
し
て
い
る
が
、
東
京
魚
連

が
Ｊ
Ｆ
Ｋ
に
直
送
す
れ
ば
魚
が

Ｎ
Ｙ
に
届
く
回
数
が
増
え
、
美

味
し
い
魚
を
Ｎ
Ｙ
の
人
が
食
べ

る
機
会
が
増
え
る
」と
話
し
た
。

左
か
ら
森
大
使
、
髙
橋
東
京
都
農
林
水
産
部
長
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
Ｊ
Ｓ
理
事
長

キ
ン
メ
ダ
イ
や
ハ
マ
ダ
イ
を
使
っ
た
寿
司
が
来
場
者
に
提
供
さ
れ
た
会
場

tel:2122136069
https://www.hondag.com
https://sobaya.square.site/
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://minglesoho-ny.com/
https://japanvillage.com/
https://jaany.org/education/honjo-scholarship/
mailto:info@jaany.org


2024年（令和 6年）2月 3日（土） ［総　合］　　（4  ）

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

 「週刊NY生活」
No. 946

2024年2月3日発行
 ニューヨーク生活プレス社

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
71 W. 47th St., Suite 1205

New York, N.Y. 10036
Tel: 212-213-6069

www.nyseikatsu.com
◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
主
催
、
日
系
３
団
体
共
催
の

新
年
賀
詞
名
刺
交
換
会
が
１
月

24
日
昼
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
、
１
２
０
人
余
り
が
参
加

し
た
。
君
が
代
の
国
歌
斉
唱
の

あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹

夫
大
使
が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ

た
。
続
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
商
工
会
議
所
の
和
田
知
徳
会

頭
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
河
手
哲
雄

会
長
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
）
の
ス
ー
ザ
ン
・
大
沼
元
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
年
頭
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
日
系
団
体
代
表
の
新

年
の
ス
ピ
ー
チ
の
後
は
、
鏡
開

き
が
行
わ
れ
て
乾
杯
し
、
来
場

者
た
ち
は
、
日
本
ク
ラ
ブ
か
ら

お
せ
ち
料
理
や
お
雑
煮
を
振
る

舞
わ
れ
て
新
年
を
祝
い
和
や
か

に
歓
談
し
た
。

　

森
大
使
は
新
年
の
挨
拶
の
中

で
、
冒
頭
、
今
年
元
旦
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
、
翌
日
の

羽
田
空
港
で
の
航
空
機
事
故
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
被
害
者

に
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ

た
。
そ
し
て
２
０
２
３
年
を
振

り
返
り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
復
活

す
る
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
触
れ
た
。
５
月
の
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
レ
ー
ド
、
８
月
に
は
メ

ッ
ツ
の
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

で
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ
テ
ー

ジ
ナ
イ
ト
を
開
催
し
、
千
賀
選

手
と
大
谷
選
手
と
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
の
大
活
躍
を
日
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
応
援
す
る
こ
と
が
で
き

新
年
賀
詞
名
刺
交
換
会
開
く

大
使
、
日
系
団
体
代
表
が
挨
拶

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
22
日
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
の
フ
ィ
ル
・
マ
ー

フ
ィ
ー
知
事
と
フ
ァ
ー
ス
ト
・

レ
デ
ィ
ー
の
タ
ミ
ー
・
マ
ー
フ

ィ
ー
氏
を
迎
え
、
企
業
会
員
限

定
の
イ
ベ
ン
ト
を
Ｊ
Ｓ
の
ム
ラ

セ
ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｓ

理
事
長
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ

ォ
ー
カ
ー
氏
の
司
会
で
、
両
氏

は
昨
年
10
月
の
同
州
使
節
団
に

よ
る
日
本
訪
問
を
振
り
返
っ

た
。
知
事
に
と
っ
て
バ
ブ
ル
崩

壊
後
初
と
な
っ
た
こ
の
訪
日
で

は
、
東
京
と
広
島
を
訪
れ
、
多

く
の
企
業
や
政
治
家
と
面
談
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
90
年
代
の
面
影

が
消
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

進
ん
だ
日
本
の
印
象
を
驚
き
と

共
に
語
っ
た
。
ま
た
Ｎ
Ｊ
州
の

魅
力
に
つ
い
て
、
全
米
で
４
番

目
に
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

割
合
が
高
い
こ
と
に
代
表
さ
れ

る
多
様
性
、
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
挙

マーフィーＮＪ知事夫妻

訪日体験を語る
ジャパン・ソサエティーで

（23）

　

国
会
に
大
激
震
が
起
き
て
い

ま
す
。
４
人
の
大
臣
が
更
迭
さ

れ
、
国
会
議
員
４
人
が
逮
捕
・

立
件
さ
れ
、
自
民
党
の
麻
生
派

以
外
の
す
べ
て
の
派
閥
が
解
散

し
ま
す
。
派
閥
の
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
の
政
治
資
金
収
支
報

告
書
へ
の
不
記
載
や
、
パ
ー
テ

ィ
ー
収
入
の
裏
金
化
な
ど
の
問

題
で
す
。

　

し
か
し
、
東
京
地
検
が
大
臣

経
験
者
多
数
の
聴
取
を
行
っ
た

に
も
拘
わ
ら
ず
立
件
に
至
ら

ず
、
世
論
の
反
発
も
買
っ
て
い

ま
す
。

　

第
一
の
問
題
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
事
件
に
よ
り
１
９
９
４
年
に

成
立
し
た
政
治
改
革
関
連
法
で

政
治
家
個
人
へ
の
企
業
・
団
体

献
金
を
禁
止
し
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
99
年
の
法
改
正
で
政
治
家

の
資
金
管
理
団
体
へ
の
献
金
の

み
を
禁
止
し
、
政
党
や
政
党
支

部
へ
の
献
金
を
容
認
し
た
こ
と

で
す
。
関
連
法
で
合
意
し
た
、

当
時
の
細
川
護
熙
首
相
と
野
党

自
民
党
の
河
野
洋
平
総
裁
は
こ

の
法
改
正
を
厳
し
く
批
判
し
て

い
ま
す
。

　

第
二
は
、
自
民
党
幹
事
長
が

数
年
間
で
約
五
十
億
円
近
く
を

受
け
取
っ
て
も
、
そ
の
使
途
が

公
開
さ
れ
な
い
「
政
策
活
動

費
」
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化

で
す
。

　

第
三
は
、
記
載
漏
れ
で
事
務

局
長
は
立
件
さ
れ
て
も
政
治
家

の
刑
事
責
任
を
問
え
な
い
の
が

現
行
法
で
、
政
治
家
も
立
件
で

き
る
「
連
座
制
」
を
導
入
す
べ

き
と
の
世
論
が
8
割
以
上
で

す
。

　

第
四
は
、
企
業
会
計
が
「
複

式
簿
記
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

政
治
資
金
処
理
は「
単
式
簿
記
」

こ
と
が
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

根
本
問
題
で
す
。

　

米
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
民
主

主
義
を
超
え
て
、
国
民
が
自
分

の
判
断
で
参
加
す
る
民
主
主
義

が
必
要
で
す
。
首
相
を
直
接
選

挙
で
投
票
し
な
い
間
接
民
主
主

義
の
下
、
有
権
者
登
録
が
な
く

18
歳
で
自
動
的
に
選
挙
権
が
得

ら
れ
る
の
が
日
本
の
制
度
で

す
。

　

国
民
の
力
で
、
透
明
性
と
説

明
責
任
を
実
行
す
る
民
主
主
義

を
勝
ち
取
る
時
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

日
米
の
透
明
性
と
説
明
責
任
の
違
い

で
あ
り
、
収
入
と
支
出
だ
け
が

記
載
さ
れ
資
産
・
負
債
の
残
高

が
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

「
単
な
る
不
記
載
で
あ
っ
て
裏

金
で
は
な
い
」
と
の
言
い
訳
の

根
拠
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
米
国
で
は
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
機
に

制
度
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
現
金
献
金
、
外
国

人
か
ら
の
献
金
、
迂
回
献
金
を

含
む
企
業
献
金
の
原
則
禁
止
と

厳
罰
で
す
。

　

第
二
は
、
収
支
報
告
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
報
告
義
務
と
透

明
化
に
よ
る
抜
け
道
防
止
で

す
。

　

透
明
性
と
説
明
責
任
の
確
立

し
て
い
る
米
国
に
対
し
、
日
本

は
抜
け
道
と
曖
昧
さ
の
得
意
技

を
駆
使
し
て
い
ま
す
。

Accountability

（completely 
responsible for what 
they do and must give 
satisfactory reason

）
が
説

明
責
任
と
意
訳
さ
れ
、
形
式
的

な
国
会
答
弁
や
会
見
の
み
で
、

責
任
の
所
在
を
曖
昧
に
済
ま
す

た
と
述
べ
た
。
９
月
の
国
連
総

会
で
は
岸
田
総
理
、
上
川
外
務

大
臣
が
来
米
し
た
。
特
に
上
川

大
臣
は
就
任
３
日
目
の
来
米
で

目
ま
ぐ
る
し
い
国
際
情
勢
の
中

で
、
世
界
的
に
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
と
意
見
交
換
し
て
国
連
総

会
出
席
に
加
え
て
国
連
の
外
で

も
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
で
き
、

日
本
外
交
、
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
向
上
さ
せ
て
い
く
う
え
で

も
意
義
が
あ
っ
た
と
し
た
。

　

一
方
、
去
年
に
引
き
続
き
世

界
の
至
る
と
こ
ろ
で
戦
争
、
紛

争
が
絶
え
な
い
と
し
、
政
治
、

社
会
、
経
済
の
分
野
で
の
分
断

が
我
々
の
社
会
全
体
に
大
変
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
述
べ
た
。
大
使
は
こ

の
分
断
を
完
全
に
解
消
す
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
力
を
合
わ
せ
て
克

服
し
て
い
く
上
で
、
個
人
、
国

家
が
歩
み
寄
り
の
姿
勢
の
精
神

を
持
っ
て
、
和
解
、
和
睦
、
協

調
と
い
っ
た
も
の
を
普
及
し
て

い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
話
し
た
。
ま
た

総
領
事
と
し
て
日
本
の
良
さ
、

日
本
人
の
美
徳
、
貢
献
、
活
躍

と
い
っ
た
も
の
を
社
会
に
広
く

発
信
し
て
、
日
本
の
存
在
感
を

さ
ら
に
進
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
話
し

た
。ま
た
大
統
領
選
に
も
触
れ
、

「
米
国
と
の
関
係
、
進
化
の
重

要
性
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高

ま
っ
て
い
る
。
総
領
事
館
と
し

て
も
情
報
収
集
を
進
め
る
と
同

時
に
ア
メ
リ
カ
の
社
会
、
世
の

中
が
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
の

か
、
そ
れ
が
我
々
の
生
活
、
経

済
に
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
く
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

一
緒
に
注
意
深
く
重
視
し
て
し

て
い
き
た
い
」な
ど
と
語
っ
た
。　

　

最
後
に
今
年
５
月
11
日
に
開

催
が
決
ま
っ
て
い
る
第
３
回
の

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
を
再
度

紹
介
し
、
日
米
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
帯
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
上
で
、
大
変
重
要

な
行
事
と
し
て
全
力
で
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
く
と
し
た
。

　
「
今
年
は
日
米
観
光
交
流
年

２
０
２
４
と
銘
打
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
日
米
双
方
の
交
流
が
さ
ら

に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

森
大
使
は
新
年
の
挨
拶
の
後

に
別
用
が
あ
っ
た
た
め
、
予
め

関
係
者
に
伝
え
た
上
で
、
鏡
開

き
の
前
に
退
席
し
た
。
代
わ
り

に
Ｎ
Ｙ
日
商
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド

の
上
野
佐
有
理
事
長
が
登
壇
し

て
鏡
開
き
に
加
わ
っ
た
。
佐
藤

貢
司
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
も
別

用
が
あ
り
ス
ー
ザ
ン
大
沼
元
会

長
が
年
頭
挨
拶
の
ス
ピ
ー
チ
と

鏡
開
き
の
代
理
を
務
め
た
。

年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
る
森
大
使

鏡
開
き
す
る
左
か
ら
河
手
日
本
ク
ラ
ブ
会
長
、
和
田
Ｎ
Ｙ
日
商

会
頭
、
大
沼
元
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
、
上
野
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
理
事
長

げ
、
そ
れ
ら
を
通
し
た
同
州
の

日
米
関
係
へ
の
貢
献
に
つ
い
て

も
触
れ
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ

デ
ィ
ー
は
高
校
時
代
に
神
奈
川

県
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
当
時

の
思
い
出
も
交
え
て
日
本
の
文

化
や
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
印
象
を
語

っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
般

非
公
開
で
、
Ｎ
Ｙ
と
Ｎ
Ｊ
に
拠

点
を
置
く
Ｊ
Ｓ
の
企
業
メ
ン
バ

ー
及
び
Ｊ
Ｓ
の
理
事
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
も
兼
ね
て
多
く
参

加
し
た
。
Ｊ
Ｓ
の
企
業
会
員
制

度
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルcorp-membership@

japansociety.org 

ま
で
。

訪日体験を語るマーフィー知事夫妻とウォーカー JS 理事長（中央）
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http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:corp-membership@japansociety.org


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）2月 3日（土）
　

唯
一
の
可
能
性
だ
っ
た
ニ

ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
で”

肉

薄”

ま
で
い
か
な
か
っ
た
こ
と

で
、
ニ
ッ
キ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
の

芽
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。

次
の
６
日
の
ネ
バ
ダ
や
自
身
が

州
知
事
を
務
め
た
サ
ウ
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
の
予
備
選
が
24
日
に
控

え
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
知
事
時

代
に
引
退
上
院
議
員
の
後
釡
に

指
名
し
て
や
っ
た
テ
ィ
ム
・
ス

コ
ッ
ト
や
現
役
知
事
も
が
ト
ラ

ン
プ
支
持
に
回
っ
て
、
ヘ
イ
リ

ー
の
線
は
地
元
で
も
も
う
な

い
。
ト
ラ
ン
プ
は
ダ
メ
だ
と
い

う
大
口
献
金
者
か
ら
の
選
挙
資

金
が
今
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す

が
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
後

に
は
献
金
停
止
を
公
表
し
た
富

豪
も
出
て
、
ヘ
イ
リ
ー
は
サ
ウ

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
共
和
党
の
大

統
領
選
指
名
争
い
か
ら
撤
退
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
91
の
起
訴
罪
状
、

４
つ
の
刑
事
裁
判
、
デ
サ
ン
テ

ィ
ス
や
ラ
マ
ス
ワ
ミ
な
ど
の

不
確
定
要
素
が
あ
り
ま
し
た

が
、
先
日
の
８
３
３
０
万
ド
ル

（
１
２
３
億
円
）
の
名
誉
毀
損

損
害
賠
償
判
決
も
含
め
て
支
持

者
の
熱
量
は
全
て
を
跳
ね
返
し

て
鉄
板
。
世
界
は
「
ト
ラ
ン
プ

２
・
０
」
に
恐
々
と
し
て
い
ま

す
。

　

対
す
る
民
主
党
バ
イ
デ
ン
で

す
が
、
昨
12
月
に
「
ト
ラ
ン
プ

が
出
な
か
っ
た
ら
私
も
出
な
か

っ
た
」
と
漏
ら
し
て
慌
て
て
撤

回
し
ま
し
た
が
、
今
年
82
歳
に

な
る
大
統
領
は
今
の
と
こ
ろ
重

要
な
ス
イ
ン
グ
州
で
ほ
ぼ
全
て

ト
ラ
ン
プ
に
支
持
率
リ
ー
ド
を

許
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
こ
れ
が
ヘ
イ
リ
ー
だ

っ
た
な
ら
も
っ
と
差
が
広
が
っ

て
い
て
民
主
党
も
バ
イ
デ
ン
以

外
の
若
い
候
補
選
び
に
動
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
や
そ

の
変
数
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
現
在
は
今
年
の
選
挙
で

貧
乏
ク
ジ
を
引
く
こ
と
は
な
い

と
、
若
手
有
望
株
は
次
の
28
年

選
挙
を
狙
う
態
勢
な
の
で
す
。

　

共
和
党
も
同
じ
で
す
。
早
々

と
ア
イ
オ
ワ
後
に
レ
ー
ス
離
脱

を
発
表
し
た
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
も

こ
れ
ま
で
に
十
分
顔
を
売
っ
た

の
で
、
さ
て
今
は
あ
わ
よ
く
ば

ト
ラ
ン
プ”

次
期”

大
統
領
の

後
継
指
名
を
受
け
る
べ
く
４
年

後
に
照
準
を
合
わ
せ
た
。
な
の

で
今
回
は
ま
た
バ
イ
デ
ン
ｖ
ｓ

ト
ラ
ン
プ
の
「
昔
の
名
前
が
出

て
い
ま
す
」
の
遺
恨
延
長
戦
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

い
や
は
や
他
に
誰
も
い
な
い

の
か
と
大
い
に
影
響
を
受
け
る

日
本
社
会
も
ヤ
キ
モ
キ
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
で
全

て
変
数
が
な
く
な
っ
た
か
と
い

え
ば
そ
う
で
も
な
く
、
残
る

は
前
述
の
バ
イ
デ
ン
の
年
齢
。

万
一
予
備
選
段
階
で
体
調
不
良

と
な
っ
た
り
、
勝
利
が
困
難
と

な
れ
ば
８
月
の
民
主
党
全
国
大

会
で
の
正
式
候
補
指
名
後
に
だ

っ
て
「
引
退
」
表
明
の
可
能
性

が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
う

す
る
と
一
斉
に
民
主
党
が
混
乱

の
中
で
新
た
な
（
若
い
）
候
補

者
に
結
集
し
て
逆
に
勢
い
を
得

る
か
も
し
れ
な
い
。
１
９
６
８

年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
不
人
気

で
現
役
大
統
領
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン

が
不
出
馬
と
な
り
、ロ
バ
ー
ト
・

ケ
ネ
デ
ィ
が
一
気
に
人
気
を
集

め
、
し
か
し
暗
殺
さ
れ
て
ハ
ン

フ
リ
ー
が
急
き
ょ
候
補
と
な
っ

て
共
和
党
ニ
ク
ソ
ン
に
負
け
る

時
の
失
速
感
と
は
違
い
、
今
回

は
む
し
ろ
（
不
謹
慎
な
が
ら
）

そ
ん
な
期
待
感
が
ず
っ
と
流
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
ｖ
ｓ
バ

イ
デ
ン
と
な
っ
て
も
、
バ
イ
デ

ン
に
対
す
る
ど
ん
よ
り
し
た

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
」
感
が
表
れ

る
現
時
点
で
の
世
論
調
査
と
は

異
な
り
、
11
月
の
実
際
の
投
票

ま
で
に
は
ど
ん
ど
ん
と
対
ト
ラ

ン
プ
「
脅
威
」
が
高
じ
て
結
局

バ
イ
デ
ン
票
に
つ
な
が
る
の
で

は
、
と
い
う
の
が
バ
イ
デ
ン
陣

営
の
期
待
と
皮
算
用
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
大
混
戦
で
し
ょ

う
。

　

日
本
に
い
る
と
な
ぜ
ま
だ
ト

ラ
ン
プ
は
人
気
な
の
か
と
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
人
気
と
い
う
よ

り
支
持
者
た
ち
の
熱
量
の
高
さ

で
す
ね
。「
ト
ラ
ン
プ
は
一
度

も
戦
争
を
し
な
か
っ
た
」「
農

業
も
手
厚
く
保
護
し
て
く
れ

た
」「
ト
ラ
ン
プ
は
習
近
平
や

プ
ー
チ
ン
や
金
正
恩
と
も
話
を

つ
け
ら
れ
た
」
│
│
時
代
は
変

わ
り
ま
し
た
。
今
も
ト
ラ
ン
プ

の
手
法
が
通
用
す
る
の
か
不
明

で
す
。
１
期
目
は
軍
人
や
共
和

党
本
流
の
側
近
が
ト
ラ
ン
プ
を

羽
交
締
め
に
し
て
暴
走
を
止
め

ま
し
た
が
、
２
期
目
の
初
日
に

「
自
分
は
独
裁
者
に
な
る
」
と

予
告
し
て
い
る
不
安
は
日
々
増

す
ば
か
り
で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

大
統
領
選
に
残
る
「
変
数
」

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
日
本
経
済
経
営
研
究

所
は
、
２
月
６
日
（
火
）
午
後

６
時
か
ら
「
日
本
企
業
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の

活
躍
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
討
論
会
を
開
催
す
る
。

　

基
調
講
演
者
に
三
井
住
友

銀
行
取
締
役
兼
専
務
執
行
役

員
お
よ
び
経
団
連
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
企
画
部

会
長
の
工
藤
禎
子
氏
を
迎
え

る
。
当
日
は
「
前
進
を
解
き
明

か
す
： 

日
本
に
お
け
る
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
Ｄ
Ｅ

Ｉ
（
※
こ
と
ば
の
意
味
参
照
）

と
経
団
連
の
先
進
的
な
取
り

組
み
（Unveiling Progress: 

W
omen’s Empowerment 

and DEI in Japan, and 
Keidanren’s Forward-
Thinking Endeavors

）」
と

題
し
講
演
す
る
。

　

講
演
内
容
は
、
日
本
企
業
に

お
け
る
最
新
の
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
活
動
お
よ
び
Ｄ
Ｅ
Ｉ
促

進
の
取
り
組
み
、
女
性
活
躍
支

援
と
Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
お
け
る
経
団
連

の
先
進
的
な
取
り
組
み
、
世
界

で
の
競
争
力
向
上
に
む
け
て
、

日
本
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
が
実
施

す
べ
き
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取

り
組
み
な
ど
。

　

ま
た
、
日
本
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
女
性
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
を
招
き
、「
責
任
の

再
設
計
：
日
本
企
業
は
男

女
共
同
参
画
を
ど
う
追
求

す
べ
き
か
（Redesigning Responsibility: How 

Japanese Corporations 
Should Pursue Gender 
Equality

）」
と
題
し
た
討
論

会
も
行
う
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
種
家
純
・
Ａ

Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
上
席

執
行
役
員
、グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｄ
Ｏ
、

次
原
悦
子
・
経
団
連 

ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
長
、
サ
ニ

ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
代

表
取
締
役
社
長
、
鍋
嶋
美
佳 

・

東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

執
行
役
員
人
事
部
長 

グ
ル
ー

プ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
総
括 

、
大
塚
友

美
・
ト
ヨ
タ
自
動
車  

チ
ー
フ
・

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
・
オ
フ

ィ
サ
ー
。
講
演
は
英
語
で
行
わ

れ
る
。
会
場
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
新
キ
ャ

ン
パ
ス
内
ゲ
ッ
フ
ェ
ン
ホ
ー

ル
（Geff en Hall

）、
ボ
ー
ド

ル
ー
ム
３
２
０
お
よ
び
３
３
０

号
室
（
西
１
３
０
丁
目
６
４
５

番
地
）。
費
用
：
無
料
。
申
し

込
み
は　https://business.

columbia.edu/cjeb/　

※
こ
と
ば
の
意
味
：
Ｄ
Ｅ
Ｉ

（
デ
ィ
ー
・
イ
ー
・
ア
イ
）」

は
、「Diversity

（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
、
多
様
性
）」「Equity

（
エ
ク
イ
テ
ィ
、
公
平
性
）」

「Inclusion

（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
、
包
括
性
）」
の
頭
文
字

か
ら
な
る
略
称
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
の
取
り
組
み
を
討
論

い
か
に
推
進
し
た
か

競
争
力
向
上
に
向
け
た
最
新
の
活
動
報
告

基調講演する工藤氏

種家氏

次原氏

鍋嶋氏

大塚氏

　

村
瀬
裕
子
さ
ん　

１
月
25
日

脳
腫
瘍
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
自
宅
で

逝
去
。
享
年
64
歳
。
村
瀬
悟
弁

護
士
の
妻
。
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
ア

ジ
ア
美
術
館
理
事
、
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
美
術
館
理
事
、
第
９
期

東
京
都
芸
術
文
化
評
議
会
評
議

員
、
日
米
婦
人
会
副
会
長
、
Ｎ

Ｙ
三
田
会
理
事
を
務
め
た
。
慶

應
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業
後

住
友
商
事
入
社
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
へ
留
学
し
修
士
号
取
得
。

趣
味
の
ブ
リ
ッ
ジ
は
米
国
の
有

名
ク
ラ
ブ
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
る
腕
前
だ
っ
た
。
葬
儀
は
故

人
の
遺
志
に
よ
り
近
親
者
の
み

で
行
い
、
弔
問
、
香
典
、
供
花
、

供
物
に
つ
い
て
は
故
人
の
遺
志

に
よ
り
固
く
辞
退
す
る
。
尚
用

意
さ
れ
る
場
合
は
、
故
人
が
生

前
理
事
を
務
め
た
イ
サ
ム
・
ノ

グ
チ
美
術
館
へ
の
寄
付
を
検

討
願
う
と
し
て
い
る
。www.

noguchi.org/museum/
support/give-a-gift/

　

偲
ぶ
会
を
２
月
６
日
（
火
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
８
時
ま
で

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術
館
（9-

01, 33rd Rd, Lonmg Island 
City, NY)

で
行
う
。

　

宮
崎
大
二
郎
さ
ん　

１
月
20

日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
施
設

で
友
人
に
看
取
ら
れ
て
死
去
。

享
年
91
歳
。
死
因
は
鼻
咽
頭
癌

に
よ
る
敗
血
症
。
１
９
３
２
年

満
州
生
ま
れ
、
東
京
育
ち
。
一

ツ
橋
大
学
を
卒
業
、
１
９
７
１

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
。
髙
島

屋
、
日
本
航
空
、
旧
東
京
銀
行
、

富
士
フ
イ
ル
ム
な
ど
の
日
系
企

業
に
勤
務
し
た
後
、
古
本
不
動

産
顧
問
な
ど
を
務
め
た
。
Ｎ
Ｙ

で
は
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
や
東

京
ロ
ー
ズ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
子
孫
で
あ
る

雪
子
ア
ー
ウ
イ
ン
、
江
戸
っ
子

芸
者
の
中
村
喜
春
ら
と
交
友
を

深
め
た
。
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
の
ア
パ
ー
ト
に
は
世
界

か
ら
訪
問
客
が
絶
え
ず
、
優
し

く
ユ
ー
モ
ア
と
ウ
イ
ッ
ト
に
富

ん
だ
笑
顔
で
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

も
多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
Ｎ
Ｙ

の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
「
大
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。

92
歳
の
誕
生
日
１
日
前
の
逝
去

だ
っ
た
。「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

の
愛
読
者
で
も
あ
っ
た
。
追
悼

式
は
3
月
２
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
Ｎ
Ｙ
仏
教
会
（
リ
バ
ー

サ
イ
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
３
３
１

番
地
／
１
０
５
丁
目
、
電
話

２
１
２
・
６
７
８
・
０
３
０
５
）

で
開
催
予
定
。

日本企業での女性の共同参画
コロンビア大学ビジネススクール日本経済経営研究所

惜 

別

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ア
ラ

ン
・
バ
ー
ガ
ー
暫
定
学
長
は
１

月
26
日
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
お
よ

び
イ
ス
ラ
ム
嫌
悪
、
反
ア
ラ
ブ

的
偏
見
と
戦
う
た
め
の
特
別
委

員
会
の
設
立
を
発
表
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
委
員
会
に
就
任
し

た
デ
レ
ク
・
ペ
ン
ス
ラ
ー
教
授

︵
ユ
ダ
ヤ
人
史
︶
は
パ
レ
ス
チ

ナ
人
に
対
す
る
扱
い
を
﹁
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
﹂
だ
な
ど
と

イ
ス
ラ
エ
ル
を
批
判
す
る
書
簡

に
署
名
し
て
い
る
と
、
元
学
長

の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
マ
ー
ズ
氏

と
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ

ー
で
富
豪
の
ビ
ル
・
ア
ッ
ク
マ

ン
氏
が
反
対
す
る
波
乱
含
み
の

出
発
と
な
っ
た
。
ク
ロ
ー
デ
ィ

ン
・
ゲ
イ
前
学
長
も
批
判
し
て

い
た
ア
ッ
ク
マ
ン
氏
は
﹁
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
は
闇
の
道
を
歩
み

続
け
て
い
る
﹂
と
Ｘ
︵
旧
ツ
イ

ッ
タ
ー
︶
に
投
稿
し
た
。
同
大

学
で
は
、
下
院
公
聴
会
で
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
に
対
す
る
態
度
が
問

題
視
さ
れ
、
盗
作
疑
惑
も
指
摘

さ
れ
た
ゲ
イ
学
長
が
１
月
２
日

に
辞
任
。
バ
ー
ガ
ー
暫
定
学
長

の
下
、
再
出
発
を
図
っ
た
が
い

き
な
り
つ
ま
ず
い
た
格
好
だ
。

暫
定
学
長
の
も
と
ま
た

波
乱
の
出
発

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
https://business.columbia.edu/cjeb/
www.noguchi.org/museum/support/give-a-gift/
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

123

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

今
年
もForm 1099

を
フ
ァ

イ
ル
す
る
時
期
に
な
っ
た
ん
じ

ゃ
が
、
何
か
新
し
い
こ
と
は
あ

る
か
の
う
？
」
会
社
経
営
者
の

鬣
（
た
て
が
み
）
は
会
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
健
吉
（
ゆ

ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
：
譲

謙
）
に
お
も
む
ろ
に
尋
ね
た
。

「
そ
う
で
す
ね
、
今
年
の
改
正

点
は
次
の
通
り
で
す
。
①
1
月

２
日
以
降
か
ら
は
、
10
以
上
の

フ
ォ
ー
ム
の
発
行
はe-fi le

し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち
な

み
に
今
ま
で
２
５
０
枚
で
し

た
。
②
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
（
無
料
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ポ
ー
タ
ル
）
か
ら
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
③

Form 1099-NEC

が
少
々
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
④Form 

1099

の
延
長
要
請
が
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

⑤Form 1099MISC

の
名
称

がMISC Income

か
らMISC 
Information

に
名
称
が
変
わ

り
ま
し
た
」

　
「
結
構
、
変
わ
っ
て
い
る
の

う
。
変
更
の
な
い
フ
ォ
ー
ム
は

あ
る
の
か
？
」「
は
い
、Form 

1098,1099-DIV, 1099-
INT

な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。」「
い
つ
が
申
告
期
日
じ

ゃ
？
」「Form 1099

は
原
則

と
し
て
、
受
取
人
へ
の
送
付

個
人
所
得
税
申
告
の
書
類
フ
ァ
イ
ル
方
法
が
変
更

期
限
は
1
月
31
日
で
す
。
Ｉ

Ｒ
Ｓ
は
紙
申
告
は
2
月
28
日
、

電
子
申
告
は
3
月
31
日
で
す
。

例
外
がForm 1099-NEC

と

1099-B

で
す
。Form 1099-

NEC

は
受
取
人
も
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の

紙
申
告
も
電
子
申
告
も
全
て
1

月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。1099-B

は
、
受
取
人
に

は
2
月
15
日
で
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
は
紙

フ
ァ
イ
ル
の
場
合
に
は
2
月
28

日
ま
で
、
電
子
申
告
の
場
合
に

は
3
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
」

　
「
延
長
は
で
き
る
の
か
？
」

「
は
い
、Form 8809

を
用
い

る
と
30
日
間
の
延
長
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
期
日
ま
で
に
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
提
出
す
る
と
自
動
的

に
延
長
に
な
り
ま
す
。
災
害
や

死
亡
や
疾
病
の
場
合
や
情
報
が

収
集
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
さ
ら
に
30
日
の
延
長
も
可

能
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

Form 1099-NEC
やW

-2

の

延
長
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「Form

 1099-M
ISC

の

発
行
対
象
は
今
ま
で
と
同
じ

か
？
」「
は
い
、Form 1099-

MISC

は
６
０
０
ド
ル
以
上
支

払
っ
た
、
レ
ン
ト
、
賞
金
、
そ

の
他
の
収
入
、
釣
り
船
、
医
療

そ
こ
に
は
弁
護
士
や
弁
護
士
法

人
へ
の
支
払
い
も
含
ま
れ
ま

す
」「
家
の
お
手
伝
い
さ
ん
は

出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
聞
い
た

が
本
当
か
？
」「
は
い
。
自
宅

の
家
事
手
伝
い
や
庭
師
、
プ
ー

ル
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
家
の

修
理
や
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
ズ
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支
払
い

な
ど
はForm 1099

の
提
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
や
家
で

働
い
て
い
る
従
業
員
は
必
要
で

す
」

　
「
そ
れ
じ
ゃ
、Form1099

を
出
さ
な
く
て
よ
い
ベ
ン
ダ

ー
は
だ
れ
じ
ゃ
？
」「
そ
れ
ら

は
Ｃ
と
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
Ｃ
や
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
選
択
し
て
い
る
Ｌ
Ｌ

Ｃ
、
商
品
の
購
入
、
リ
ア
ル
エ

ス
テ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の

支
払
い
、
給
料
、
す
で
に
他
の

Form1099

に
掲
載
さ
れ
て
い

る
支
払
い
な
ど
は
報
告
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
た

と
え
会
社
へ
支
払
っ
て
い
て
も

メ
デ
ィ
カ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
支

払
い
や
魚
の
購
入
、
弁
護
士
費

用
な
ど
は
報
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
」「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る

の
か
？
」「
は
い
、
２
０
２
４

年
は
、
30
日
以
内
の
申
告
遅
延

で
す
と
１
枚
に
つ
き
60
ド
ル
、

31
日
以
上
8
月
1
日
ま
で
の
遅

延
申
告
で
す
と
１
枚
に
つ
き

１
２
０
ド
ル
、
8
月
２
日
以
降

の
申
告
で
す
と
３
１
０
ド
ル
、

意
図
的
に
申
告
し
て
い
な
い
場

合
に
は
６
３
０
ド
ル
か
申
告
額

の
10
％
と
な
り
、
上
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
申

告
し
て
い
な
い
と
１
枚
、
受
取

人
に
申
告
し
て
い
な
い
と
１
枚

と
数
え
ら
れ
る
の
で
、
通
常
２

枚
ず
つ
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
受
取
額
が
5
Ｍ
ド
ル

未
満
の
場
合
に
は
、
30
日
以
内

の
遅
延
で
最
高
22
万
５
０
０
ド

ル
、
31
日
か
ら
8
月
１
日
ま
で

の
遅
延
で
最
高
63
万
５
０
０
ド

ル
、
8
月
2
日
以
降
の
遅
延
は

最
高
で
１
２
６
万
１
０
０
０
ド

ル
の
罰
金
に
な
り
ま
す
」「
そ

り
ゃ
、
高
い
の
う
。
き
ち
ん
と

Form 1099

の
申
告
を
し
よ

う
」

www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

費
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
支
払
い
、

魚
介
類
へ
の
支
払
い
、
弁
護
士

報
酬
、
弁
護
士
法
人
へ
の
支
払

い
、
非
適
格
繰
延
給
与
、
10
ド

ル
以
上
支
払
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
ー
、
５
０
０
０
ド
ル
以
上
の

消
費
財
の
個
人
小
売
り
業
者
へ

の
支
払
い
や
、
源
泉
徴
収
し

た
支
払
い
で
す
」「
そ
れ
じ
ゃ

Form 1099-NEC

は
ど
う
じ

ゃ
？
」「
そ
れ
は
６
０
０
ド
ル

以
上
支
払
っ
た
（
従
業
員
で
は

な
い
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
発

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

常
に
謙
虚
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

仲
間
の
た
め
に
尽
く
す

　

世
の
中
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
て
、
自
己
中
心
的
な
価
値
観

を
も
ち
、
自
己
主
張
の
強
い
人

　

人
の
行
い
の
中
で
最
も
美
し

く
尊
い
も
の
は
、
人
の
た
め
に

何
か
を
し
て
あ
げ
る
と
い
う
行

為
で
す
。
人
は
ふ
つ
う
、
ま
ず

が
増
え
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方

で
は
エ
ゴ
と
エ
ゴ
の
争
い
が
生

自
分
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
が

ち
で
す
が
、
実
は
誰
で
も
人
の

役
に
立
ち
、
喜
ば
れ
る
こ
と
を

最
高
の
幸
せ
と
す
る
心
を
も
っ

19

じ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と

す
る
仕
事
な
ど
で
き
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
能
力
や
わ
ず
か
な
成

功
を
鼻
に
か
け
、
傲
岸
不
遜
に

な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、

周
囲
の
人
た
ち
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
自
身

の
成
長
の
妨
げ
に
も
な
る
の
で

す
。

　

そ
こ
で
集
団
の
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
、
良
い
雰
囲
気
を
保
ち

な
が
ら
最
も
高
い
能
率
で
職
場

を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
常
に

み
ん
な
が
い
る
か
ら
自
分
が
存

在
で
き
る
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
謙
虚
な
姿
勢
を
も
ち
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
真
冬
の
ア
メ
リ
カ

で
起
き
た
飛
行
機
事
故
で
、
一

人
の
男
性
が
自
ら
が
助
か
る
と

い
う
そ
の
瞬
間
に
、
そ
ば
で
力

尽
き
そ
う
な
女
性
を
先
に
助
け

さ
せ
、
自
分
は
水
の
中
に
消
え

て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
人
間
の
本
性
と
は

そ
れ
ほ
ど
美
し
い
も
の
な
の
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
仲
間
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
同
志
と
し
て
の

つ
な
が
り
を
も
っ
て
み
ん
な
の

た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
、
す
ば
ら
し
い
集

団
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.seishinjukuny.org
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２
０
２
４
年
Ｈ
Ｒ
の
ト
レ
ン
ド
（
そ
の
１
）

クイックUSA

trends/top-priorities-for-
hr-leaders

▼HBS:10 Trends to 
W
atch in 2024
https://hbswk.hbs.edu/
item/10-trends-to-watch-
in-2024

　

日
頃
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
か

ら
多
く
の
質
問
を
受
け
て
い
る

と
日
系
企
業
の
24
年
ト
レ
ン
ド

は
別
の
視
点
で
語
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

（
１
）
基
本
に
戻
る
：
言
葉
の

定
義

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
質
問

を
通
じ
て
、
基
本
的
な
問
題
に

立
ち
返
る
こ
と
の
重
要
性
が
感

じ
ら
れ
る
。
特
に
、
言
葉
の

定
義
は
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
「
こ
の
従
業
員
は
正
社
員
な

ん
で
す
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ

た
。
し
か
し
「
正
社
員
」
と
は

ど
う
い
う
意
味
で
使
っ
て
い

160

る
の
だ
ろ
う
か
？Full-Time 

Employee

の
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も

Exempt Employee

の
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

あ
る
い
は
、Nonexempt

で

も
毎
月
固
定
で
給
与
が
支
払
わ

れ
て
い
る
従
業
員
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

ま
た
先
日
、
あ
る
質
問
が

あ
っ
た
。「
時
給
で
雇
う
の
で

W
-4

（
給
与
税
の
計
算
を
決
定

す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
）
は

必
要
な
い
で
す
ね
？
」
と
い
う

も
の
だ
。
時
給
で
雇
う
と
い
う

こ
と
は
お
給
料
が
払
わ
れ
る
の

で
、
そ
れ
で
あ
れ
ばW

-4

は

必
要
だ
と
思
う
。
お
給
料
が
払

わ
れ
た
ら
給
与
税
が
発
生
す
る

か
ら
だ
。
し
か
し
、「
い
い
え
。

お
給
料
は
払
い
ま
せ
ん
」
と
い

う
返
答
が
あ
っ
た
。
時
給
で
雇

う
の
に
お
給
料
は
支
払
わ
な
い

の
だ
ろ
う
か
？
と
質
問
す
る

と
、「
は
い
。
お
給
料
と
い
う

の
は
月
給
の
こ
と
で
す
よ
ね
？

時
給
な
の
で
月
給
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
い
う
返
答
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
初
め
て
、「
給
料
」

と
い
う
言
葉
が
こ
の
方
に
と
っ

て
は
月
額
固
定
の
報
酬
を
意
味

し
て
い
る
と
理
解
し
た
。
そ
れ

で
あ
れ
ば
、「
賃
金
」
と
言
え

ば
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
と
思
い
、
賃
金
を
支
払
う

場
合
に
は
賃
金
に
税
金
が
か
か

る
の
でW

-4

が
必
要
だ
と
伝

え
た
。
し
か
し
、「
え
？
！
賃

金
を
払
う
の
に
もW

-4

は
必

要
な
ん
で
す
か
！
」
と
い
う
驚

き
の
声
が
あ
っ
た
。（
つ
づ
く
）

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP　

Philosophy LLC President
www.919usa.com

　

Ｈ
Ｒ
の
ト
レ
ン
ド
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
よ
う
。

　

恐
ら
く
、Return to Offi  ce 

（
あ
る
い
はHybrid W

ork

や

Remote W
ork

）、
タ
レ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
採
用
、開
発
、

維
持
）、Ｄ
Ｅ
Ｉ
、Ａ
Ｉ
の
台
頭
、

ス
キ
ル
ベ
ー
ス
の
採
用
等
世
間

を
賑
わ
す
ト
レ
ン
ド
が
思
い
浮

か
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

そ
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
の
動
向

は
下
記
の
よ
う
な
Ｈ
Ｒ
記
事
に

譲
る
こ
と
に
し
よ
う
。

▼HR DIVE: 5 trends that 
will shape HR in 2024
h
ttp

s://w
w
w
.h
r-

dive.com
/new

s/hr-
trends-2024/703938/

▼Gartner: Top 5 HR 
Trends and Priorities for 
2024
https://www.gartner.com/
en/hum

an-resources/

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
2
月
12

日
（
月
）
午
後
８
時
30
分
か
ら
、

パ
イ
ソ
ン
初
心
者
の
方
の
た
め

の
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「Python

（
パ
イ
ソ
ン
）
体
験
ク
ラ
ス
・

ク
ラ
ス
説
明
会
」
を
開
催
す

る
。
2
月
26
日
か
ら
開
講
す
る

Python

オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス

に
向
け
て
の
疑
問
・
質
問
に
答

え
る
も
の
で
、
パ
イ
ソ
ン
の
説

明
や
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
体
験
、
各
種
ク
ラ
ス
の
紹
介

が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
2
月
13
日
（
火
）
午

後
８
時
30
分
か
ら
は
「Excel

中
級
体
験
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ス
説

明
会
」
も
開
催
。Excel

中
級

ク
ラ
ス
体
験
や
各
種
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ス
の
紹
介
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
る
。

　

２
つ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
と

も
に
講
師
は
村
井
功
氏

（Villagewell LLC

）。
定
員
50

人
。
参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
と
、
タ
イ
ト
ル
に
「
2
／

12
【
無
料
】
パ
イ
ソ
ン
体
験
ク

ラ
ス
・
ク
ラ
ス
説
明
会
」
ま
た

は
「
2
／
13
【
無
料
】Excel

中
級
体
験
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ス
説

明
会
」
参
加
希
望
と
明
記
し
、

quick

＠919usa.com

ま
で

メ
ー
ル
す
る
。

訂
正
＝
本
紙
１
月
27
日
号
１
面

と
７
面
に
掲
載
し
た
宮
崎
牛
の

記
事
中
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
・
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
が
「
米
国
で
初
め
て
指
定
店

に
認
証
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は

「
米
国
で
こ
の
ほ
ど
指
定
店
に

認
証
さ
れ
た
」の
誤
り
で
し
た
。

パイソン、エクセル
無料体験クラス

クイックUSA   2 月 12 日と 13 日

A350-1000 初就航

Ｊ
Ａ
Ｌ
羽
田
＝
Ｎ
Ｙ
線

2
月
か
ら
は
毎
日
同
機
で

　

１
月
24
日
に
日
本
航
空
の
新

型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
ー

１
０
０
０
型
機
が
羽
田
＝
Ｎ
Ｙ

線
に
初
就
航
し
た
。
同
日
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港

発
の
就
航
式
典
が
同
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
8
出
発
ロ
ビ
ー
18
番
ゲ

ー
ト
で
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は

日
本
航
空
か
ら
新
谷
浩
一
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
、
ゲ
ス
ト
に

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
シ
ル
ビ

ア
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ

ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ま
た
、

日
本
か
ら
の
初
Ａ
３
５
０
ー

１
０
０
０
型
機
を
操
縦
し
て
き

た
下
田
洋
史
機
長
も
登
壇
し
、

初
飛
行
の
感
想
を
述
べ
た
。

　

新
谷
支
店
長
は
挨
拶
で
﹁
Ａ

３
５
０
は
、
従
来
の
航
空
機
よ

り
も
約
25
％
燃
費
が
良
く
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
可
能
。

機
内
は
、
快
適
な
湿
度
、
低
騒

音
が
自
慢
の
飛
行
機
で
す
。
そ

し
て
今
回
、
す
べ
て
の
ク
ラ
ス

の
シ
ー
ト
、
機
内
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
し

ま
し
た
。
新
し
い
機
材
と
新
し

い
座
席
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
体
験
く
だ

さ
い
。
な
お
、
２
号
機
目
も

就
航
し
、
２
月
か
ら
Ｊ
Ｌ
５

便
、
６
便
は
毎
日
Ａ
３
５
０
ー

１
０
０
０
で
運
航
い
た
し
ま

す
﹂
と
新
型
機
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

乗
客
た
ち
は
ゲ
ー
ト
で
搭
乗

証
明
書
、
社
員
手
書
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や

キ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
メ
モ
パ
ッ
ド

な
ど
が
入
っ
た
ギ
フ
ト
を
受
け

取
り
搭
乗
、
午
後
１
時
４
分
、

屋
外
に
出
た
日
本
航
空
職
員
た

ち
と
﹁
快
適
な
空
の
旅
を
！
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
﹂
と
英
語
で

書
か
れ
た
横
断
幕
に
見
送
ら
れ

て
離
陸
し
た
。
日
本
航
空
は
29

日
、
２
０
２
４
年
度
中
に
、
同

型
機
を
ダ
ラ
ス
・
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
＝
羽
田
線
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
＝
羽
田
線︵
Ｊ
Ｌ
３
／
４
便
︶

へ
も
順
次
投
入
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

式
典
に
参
加
し
た
左
か
ら
下
田
機
長
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
新
谷
Ｎ
Ｙ
支
店
長

日本航空職員に見送られて JFK を出発する A350-1000 型機

転
落
防
止
の
ホ
ー
ム
ド
ア

初
め
て
Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
に
設
置

こ
の
装
置
が
利
用
者
の
流
れ
を

妨
害
し
な
い
か
な
ど
を
精
察
し

な
が
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
西

８
丁
目-

Ｎ
Ｙ
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

駅
、
ク
ラ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト

駅
を
含
む
４
駅
に
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

　

同
局
に
よ
る
と
、
２
０
２
３

年
の
転
落
事
故
数
は
減
少
し
た

が
、
後
方
か
ら
の
突
き
落
と
し

や
不
注
意
の
転
落
、
飛
び
込
み

自
殺
な
ど
の
事
件
や
事
故
は
未

だ
絶
え
な
い
。
グ
リ
ッ
ド
ロ
ッ

ク
・
サ
ム
で
知
ら
れ
る
交
通
工

学
者
で
Ｍ
Ｔ
Ａ
理
事
の
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
氏
は
声
明

で
﹁
利
用
者
の
安
全
性
と
、
安

全
性
に
対
す
る
意
識
の
向
上
さ

せ
る
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
だ
﹂
と
伝
え
た
。
費
用

に
関
し
て
同
局
は
﹁
局
内
の
作

業
員
と
既
存
の
資
材
で
賄
う
﹂

と
し
て
い
る
。

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は
、

地
下
鉄
の
安
全
対
策
の
一
環
と

し
て
、
初
め
て
転
落
防
止
の
ホ

ー
ム
ド
ア
を
試
験
的
に
１
番
線

の
１
９
１
丁
目
駅
ホ
ー
ム
の
端

に
設
置
し
た
。
同
局
は
今
後
、

http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://on-timelimo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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https://hbswk.hbs.edu/item/10-trends-to-watch-in-2024
mailto:quick%EF%BC%A0919usa.com
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あ
の
明
る
く
優
し
く
元
気
な

八
代
亜
紀
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
昨
年
12
月
30
日
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
び
っ
く
り
と
い
う

よ
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
昨
年

９
月
頃
に
膠
原
病
で
昨
年
内
は

活
動
を
お
休
み
す
る
と
聞
い

て
、
私
は
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ

禍
や
熟
年
離
婚
の
ス
ト
レ
ス
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
な
ぁ
と
勝
手
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
八
代
さ
ん

と
は
横
浜
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

で
の
「
八
代
亜
紀
デ
ィ
ナ
ー
シ

ョ
ー
」
に
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
の
お
祝
い
の
ス
タ
ン
ド
花

を
数
基
出
し
て
、
亜
紀
さ
ん
が

そ
れ
を
気
に
入
り
、
ご
自
宅
に

私
達
が
届
け
ま
し
た
。
八
代
さ

ん
が
挨
拶
に
見
え
て
初
対
面
で

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
話

か
ら
絵
画
ア
ー
ト
の
話
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後

に
「
八
代
亜
紀
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
」
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
主
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
八

代
さ
ん
の
渋
谷
公
会
堂
で
の
客

数
２
千
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

コ
ラ
ボ
で
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
を

や
り
ま
す
。
私
は
司
会
と
プ
レ

ス
リ
ー
の
歌
を
１
曲
歌
い
ま

す
。
足
が
震
え
る
思
い
で
す
。

そ
し
て
一
番
の
私
達
の
活
動
は

八
代
さ
ん
の
描
い
た
絵
画
を
全

国
の
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
プ
リ
ザ

ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
作
品
と
の
コ

ラ
ボ
展
示
会
で
す
。
全
国
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
23
局
配
信
の

「
梶
木
敏
巳
の
ラ
ジ
オ
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
」
で
八
代
さ
ん
と
の

対
談
を
し
て
数
本
分
収
録
し
た

八
代
亜
紀
さ
ん
の
思
い
出 61

後
に
、
亜
紀
さ
ん
に
「
銀
座
に

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
美
味
し
い
お

店
が
あ
る
か
ら
行
か
な
い
？
」

と
唐
突
に
誘
う
と
亜
紀
さ
ん
は

喜
ん
で
く
れ
て
互
い
の
ス
タ
ッ

フ
と
銀
座
の
料
亭
に
向
か
い
ま

す
。
車
を
降
り
て
銀
座
の
大
通

り
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
亜
紀
さ

ん
が
腕
を
組
ん
で
一
緒
に
歩
き

ま
す
。
脇
の
道
に
連
れ
て
行
か

れ
て
「
こ
こ
よ
、
こ
こ
で
ケ
ン

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
た
の

よ
〜
」
と
嬉
し
そ
う
に
亜
紀
さ

ん
が
言
い
ま
す
。
私
が
「
ケ
ン

ち
ゃ
ん
っ
て
誰
？
」
と
言
う
と

「
五
木
ひ
ろ
し
よ
〜
」
と
亜
紀

さ
ん
。「
八
代
亜
紀
と
五
木
ひ

ろ
し
は
レ
コ
ー
ド
大
賞
争
い
の

５
、８
戦
争
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た

の
？
」
と
言
う
と
「
ア
レ
は
週

刊
誌
よ
〜
。
私
達
仲
良
か
っ
た

の
よ
」
と
「
そ
う
か
ぁ
、
じ
ゃ

あ
こ
こ
は
亜
紀
さ
ん
の
青
春
の

地
だ
ね
ぇ
」
と
言
う
と
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
い
つ
も
可
愛
い
亜

紀
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
八
代
さ

ん
と
の
食
事
会
で
は
八
代
さ
ん

の
事
務
所
の
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の

新
人
女
性
歌
手
の
ミ
レ
ア
が
い

ま
す
。
そ
の
前
の
新
人
歌
手
の

工
藤
慎
太
郎
君
は
八
代
さ
ん
の

事
務
所
を
退
所
し
た
後
に
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
シ
ア
タ

ー
ホ
ー
ル
で
私
の
〜kajikis 

show

〜
に
出
演
し
好
評
で
し

た
が
、
時
代
が
違
う
し
中
々
ブ

レ
ー
ク
し
ま
せ
ん
。
中
々
稼
げ

る
新
人
歌
手
ま
で
行
き
着
き
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
想
い
も
あ
っ

て
私
が
「
亜
紀
さ
ん
も
新
人
の

デ
ビ
ュ
ー
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費

用
も
何
か
と
お
金
が
掛
る
し
八

代
さ
ん
１
人
で
稼
い
で
大
変
だ

よ
な
ぁ
〜
」
と
率
直
に
言
う
と

「
で
も
私
、
愛
が
あ
る
か
ら
良

い
の
よ
〜
」
と
言
い
ま
す
。
私

は
「
亜
紀
さ
ん
は
皆
に
愛
さ
れ

て
る
か
ら
ね
ぇ
〜
」
と
勘
違
い

し
て
言
う
と
「
違
う
の
よ
。
私

が
愛
が
あ
る
か
ら
い
い
の
」
と

八
代
さ
ん
ら
し
い
優
し
い
深
い

言
葉
で
す
。
そ
の
日
の
事
を
何

故
か
リ
ア
ル
に
思
い
出
し
ま

す
。
ま
た
、
最
近
に
な
っ
て
私

が
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
八
代

さ
ん
の
義
兄
の
増
田
部
長
で
通

称
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
も
最
近
に

な
っ
て
病
気
で
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
聞
い
て
無
念
で
し
た
。
そ

の
矢
先
に
八
代
亜
紀
さ
ん
の
突

然
の
訃
報
で
す
。
人
生
は
儚
い

で
す
ね
。
で
も
歌
手
で
画
家
の

「
八
代
亜
紀
」
の
金
字
塔
は
歌

も
絵
も
燦
然
と
輝
い
て
ま
す
。

そ
れ
を
支
え
た「
お
兄
ち
ゃ
ん
」

の
増
田
部
長
そ
し
て
八
代
亜
紀

さ
ん
の
御
冥
福
を
御
祈
り
し
ま

す
。
合
掌
。

 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

  

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

︵
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
＝
ジ
ャ
ク
サ
︶
の

探
査
機
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
︵
ス
リ
ム
︶

が
19
日
、
月
面
着
陸
に
成
功
、

旧
ソ
連
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン

ド
に
次
ぐ
５
番
目
の
国
と
な
っ

た
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の

快
挙
を
称
え
、
日
本
中
が
喜
び

に
沸
い
た
。
そ
の
後
、
小
探
査

機
か
ら
撮
影
し
た
ス
リ
ム
の
写

真
が
発
表
さ
れ
、﹁
逆
さ
ま
﹂

で
着
陸
し
て
い
る
こ
と
が
報
道

さ
れ
た
。
１
月
25
日
付
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
﹁
日
本

は
逆
さ
ま
着
陸
を
ど
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
か
﹂
と
の
見
出

し
で
こ
の
こ
と
を
記
事
に
し
て

い
る
。

　

ジ
ャ
ク
サ
の
國
中
均
所
長
は

月
面
着
陸
直
後
の
20
日
の
記
者

会
見
で
、
目
標
の
誤
差
わ
ず
か

55
メ
ー
ト
ル
の
﹁
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
着
陸
﹂
に
成
功
し
た
と
発
表

し
た
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
は

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標
の

一
つ
で
あ
り
、
大
き
な
成
功
を

収
め
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
の

発
電
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

﹁
当
初
想
定
し
て
い
た
も
の
と

は
違
う
姿
勢
で
着
陸
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
﹂
と
し
て

い
た
。

　

そ
の
後
、
着
陸
直
前
に
ス
リ

ム
か
ら
射
出
さ
れ
た
小
型
探
査

機
が
着
陸
船
の
写
真
撮
影
の
成

功
、
そ
こ
に
は
逆
さ
ま
に
な
っ

た
探
査
機
が
写
っ
て
い
た
。
月

面
へ
の
降
下
中
、
ス
リ
ム
に
２

つ
あ
る
主
要
エ
ン
ジ
ン
の
一
つ

が
故
障
し
た
た
め
、
地
表
へ
の

激
突
こ
そ
避
け
ら
れ
た
も
の
の

機
体
は
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
太
陽
光
パ

ネ
ル
が
太
陽
の
あ
る
方
向
で
は

な
い
西
向
き
に
な
り
発
電
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
、
着
陸
後
３

時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
宇
宙

船
を
停
止
す
る
指
令
を
出
し

た
。
太
陽
光
が
西
か
ら
当
た
る

よ
う
に
な
れ
ば
発
電
の
可
能
性

が
あ
り
、
幸
い
29
日
に
太
陽
の

光
が
当
た
る
よ
う
に
な
り
、
電

源
が
復
旧
し
、
撮
影
を
開
始
し

た
。

　

記
事
で
は
、
ス
リ
ム
の
坂
井

真
一
郎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
25
日
の
記
者
会
見
で

述
べ
た
﹁
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ

た
。
も
し
太
陽
電
池
が
た
ま
た

ま
地
表
で
下
を
向
い
て
い
た

ら
、
太
陽
光
を
受
け
る
機
会
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
と
て

も
安
心
し
た
﹂
と
い
う
言
葉
を

紹
介
、
ぎ
り
ぎ
り
の
成
功
だ
っ

た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
ジ
ャ

ク
サ
で
は
、
な
ぜ
ス
リ
ム
の
エ

ン
ジ
ン
ノ
ズ
ル
が
脱
落
し
た
の

か
を
調
査
中
だ
。

　

な
お
、
米
航
空
宇
宙
局
︵
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
︶
は
26
日
、
月
を
周
回

す
る
観
測
衛
星
ル
ナ
ー
・
リ
コ

ネ
サ
ン
ス
・
オ
ー
ビ
タ
ー
が
高

度
約
80
キ
ロ
で
撮
影
し
た
画
像

で
、
月
面
に
着
陸
し
た
ス
リ
ム

を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

月面に逆さま着陸
日
本
の
探
査
機
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

日
本
の
説
明
を
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
が
詳
報

ひ
っ
く
り
返
っ
て
月
面
着
陸

し
た
こ
と
を
日
本
が
ど
う
説

明
し
て
い
る
か
を
報
じ
た
１

月
25
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙　

https://shopnyseikatsu.com/
http://ariyoshiny.com
https://aantcinc.com/
tel:2122136069
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Ｎ
Ｙ
の
人
気
紅
茶
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
を
訪
ね
て

　

Ｎ
Ｙ
の
お
土
産
ト
ッ
プ
10
に

必
ず
入
る
紅
茶
ブ
ラ
ン
ド
「
ハ

ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」。
Ｎ
Ｙ
郊

外
の
小
さ
な
村
ミ
ラ
ー
ト
ン
に

あ
る
本
店
を
訪
ね
つ
つ
、
そ
の

人
気
の
秘
密
に
迫
っ
て
み
た
。

　
「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
の

歴
史
は
40
年
前
に
遡
る
。
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
サ
リ
ス
バ
リ
ー
で

民
宿
を
経
営
し
て
い
た
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ニ
ー
は
英
国
へ
紅
茶

修
行
の
旅
に
出
る
ほ
ど
の
紅
茶

好
き
。
市
販
紅
茶
で
は
飽
き
足

ら
ず
、
自
宅
地
下
室
で
紅
茶
ブ

レ
ン
ド
の
試
作
を
重
ね
て
技
術

を
磨
き
、
民
宿
の
宿
泊
客
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
紅
茶
を

振
る
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ

ョ
ン
の
紅
茶
へ
の
熱
意
と
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
へ
の
評
判

の
高
ま
り
が
１
９
８
３
年
の

「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
誕
生

へ
と
繋
が
る
。

　

創
業
地
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
レ

イ
ク
ビ
ル
の
工
場
が
手
狭
に
な

っ
た
た
め
、
２
０
０
５
年
に
現

在
の
ミ
ラ
ー
ト
ン
へ
移
転
。
創

業
者
の
ジ
ョ
ン
は
２
０
１
４
年

に
亡
く
な
っ
た
が
、
会
社
は
ジ

ョ
ン
の
ふ
た
り
の
息
子
、
マ
イ

ク
と
ポ
ー
ル
に
引
き
継
が
れ
、

３
代
目
を
含
む
家
族
経
営
企
業

と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
で
は

茶
葉
の
調
達
か
ら
ブ
レ
ン
ド
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
詰
め
ま
で
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
自
社
で
行
っ
て

い
る
。
開
業
当
時
６
種
類
だ
っ

た
商
品
は
、
今
で
は
緑
茶
や
烏

龍
茶
を
含
む
３
０
０
種 

以
上

に
増
え
た
。
ミ
ラ
ー
ト
ン
本
店

と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ソ
ー
ホ
ー

店
の
ほ
か
（
２
０
２
１
年
に
は

表
参
道
に
旗
艦
店
を
オ
ー
プ

ン
）、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
町

ハ
ド
ソ
ン
に
広
大
な
倉
庫
と
パ

ッ
キ
ン
グ
工
場
を
構
え
る
。

　
「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
が

皆
に
愛
さ
れ
る
理
由
を
考
え
て

み
た
。
ま
ず
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
な
缶
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
種
類
が
増
え
る
に
つ
れ
、

茶
葉
や
ブ
レ
ン
ド
の
種
類
ご
と

に
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
、
並
べ
て

置
い
た
時
の
見
え
方
も
考
慮
さ

れ
て
い
る
。次
に
豊
富
な
種
類
。

数
多
い
ブ
レ
ン
ド
か
ら
自
分
の

好
み
に
合
っ
た
茶
葉
を
探
す
楽

し
み
が
あ
る
。
新
し
い
お
茶
を

求
め
て
、
テ
ィ
ー
マ
ス
タ
ー
が

世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
種
類
が
多
く

て
お
し
ゃ
れ
な
缶
に
入
っ
て
い

て
も
、
お
茶
の
品
質
が
悪
け
れ

ば
客
は
離
れ
て
し
ま
う
。「
ハ

ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
が
フ
ァ
ン

に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
創

業
当
時
の
「
可
能
な
限
り
最
高

品
質
の
お
茶
を
お
客
様
に
提
供

す
る
」
取
り
組
み
が
現
在
も
厳

し
く
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。

　

ま
た「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」

は
紅
茶
の
歴
史
と
美
味
し
い
紅

茶
の
飲
み
方
を
伝
え
る
こ
と
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。
２
代
目

で
同
社
の
テ
ィ
ー
マ
ス
タ
ー
で

も
あ
る
マ
イ
ケ
ル
は
お
茶
の
専

門
書「Guide to Tea

」を
出
版
。

こ
の
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
茶

の
栽
培
か
ら
生
産
方
法
ま
で
を

探
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
茶
の

淹
れ
方
、
風
味
の
特
徴
を
詳
し

く
説
明
し
て
い
る
。
２
つ
の
シ

ョ
ッ
プ
に
は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し
、
気
軽
に

試
飲
が
楽
し
め
る
の
も
「
ハ
ー

ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
な
ら
で
は
の

紅
茶
啓
蒙
活
動
の
一
つ
と
言
え

る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
駅
か

ら
北
へ
車
で
約
１
時
間
半
、
人

口
千
人
足
ら
ず
の
村
ミ
ラ
ー
ト

ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
本
店

は
あ
る
。
窓
枠
を
黄
色
に
ペ
イ

ン
ト
し
た
水
色
の
建
物
は
な
ん

と
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
味
わ
い

深
い
。
古
い
建
物
の
た
め
、
歩

く
と
床
は
軋
む
し
、
部
屋
と
部

屋
の
間
の
開
口
部
の
高
さ
が
低

い
の
で
「
頭
上
注
意
」
の
看
板

が
下
が
っ
て
い
て
、
背
が
高
い

人
は
要
注
意
。
ソ
ー
ホ
ー
店
よ

り
ぐ
っ
と
狭
く
て
品
揃
え
も
少

な
い
が
、
週
末
と
も
な
る
と
た

く
さ
ん
の
客
で
賑
わ
う
。
テ
ー

ブ
ル
４
つ
ほ
ど
の
小
さ
な
カ
フ

ェ
が
あ
り
、
お
茶
だ
け
で
は
な

く
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
軽
食
も
あ
る
。
予
約

は
取
ら
な
い
し
、
順
番
待
ち
の

名
前
を
書
く
リ
ス
ト
も
な
い
の

Harney & Sons
13 Main Street, Millerton, NY 12546

www.harney.com
水～土 10:00 ～ 17:00

（テイスティングは 16:00 まで）
日 10:00 ～ 16:00・月火は閉店

で
、
こ
こ
で
食
べ
た
い
人
は
テ

ー
ブ
ル
に
張
り
付
い
て
席
が
空

く
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
訪
れ

た
の
は
日
曜
日
の
昼
過
ぎ
、
も

ち
ろ
ん
テ
ー
ブ
ル
は
満
席
。「
食

べ
た
ら
さ
っ
さ
と
帰
れ
ー
」
と

腹
の
中
で
思
い
つ
つ
じ
っ
と
待

ち
、
や
っ
と
席
に
座
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

今
回
は
プ
ロ
シ
ュ
ー
ト
ハ
ム

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
12
ド
ル
）

サ
ラ
ダ
添
え
（
＋
３
ド
ル
）
と

カ
レ
ー
（
13
ド
ル
）
を
オ
ー
ダ

ー
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
バ
ゲ
ッ

ト
、
プ
ロ
シ
ュ
ー
ト
、
別
添
え

の
マ
ス
タ
ー
ド
い
ず
れ
も
美
味

し
く
て
二
重
丸
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ

風
味
の
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
で
和
え

た
野
菜
と
玄
米
を
盛
り
合
わ
せ

た
カ
レ
ー
は
ヘ
ル
シ
ー
で
は
あ

る
が
、
味
付
け
が
ぼ
ん
や
り
し

て
物
足
り
ず
、
丸
は
無
し
。
お

茶
は
カ
ッ
プ
４
ド
ル
、
ポ
ッ
ト

８
ド
ル
。

　
「
ハ
ー
ニ
ー
＆
サ
ン
ズ
」
で

紅
茶
と
軽
食
を
楽
し
ん
だ
後

は
、
村
の
散
策
へ
。
ほ
ん
の
短

い
距
離
だ
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
に
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
雑
貨
屋
が
並
び
、
ぶ
ら
ぶ

ら
散
策
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
。

何
も
予
定
が
な
い
休
日
、
ど
こ

か
へ
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
な
と
思

っ
た
ら
是
非
ミ
ラ
ー
ト
ン
へ
。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.harney.com
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レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や

店
の
広
告
を
は
じ
め
、航
空
券
・

コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
発
券

や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
連
携
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
連
絡
先
交
換
等
）
で
最
近

よ
く
見
か
け
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
）。
現
在

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
が
、

多
く
は
黒
い
正
方
形
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ

メ
ラ
で
読
み
取
る
と
、
店
の
メ

ニ
ュ
ー
ペ
ー
ジ
や
商
品
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
繋
が
る
便
利
な
ツ

ー
ル
だ
。こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
、

昨
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
人
気

作
家
・
道
尾
秀
介
の
新
刊
『
き

こ
え
る
』
で
使
用
さ
れ
、
小
説

を
立
体
的
に
体
感
す
る
謎
解
き

の
体
験
型
エ
ン
タ
メ
と
し
て
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。　

　

本
書
は
５
篇
の
小
説
か
ら
な

る
短
編
集
で
、
読
み
進
め
て

い
く
と
物
語
の
途
中
や
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

出
て
く
る
。
そ
れ
を
読
み
取

り
、
現
れ
た
動
画
投
稿
サ
イ

ト
（YouTube

）
上
の
特
設
サ

イ
ト
の
音
声
を
聞
く
と
、
真
相

が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
趣
向

だ
。
な
の
で
、
誰
か
が
本
を
朗

読
し
た
音
声
を
聴
く
オ
ー
デ
ィ

オ
ブ
ッ
ク
と
も
違
う
。何
よ
り
、

ひ
と
つ
の
小
説
を
読
み
終
わ
っ

た
だ
け
で
は
ま
っ
た
く
意
味
が

わ
か
ら
ず
、
頭
の
上
に
大
き
な

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
が
ど
ー

ん
と
乗
っ
た
ま
ま
な
の
だ
が
、

音
声
を
聴
く
と
「
あ
あ
、
そ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
納

得
す
る
の
で
あ
る
。

　

５
つ
の
短
編
は
、
突
然
死
ん

で
し
ま
っ
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
が
残
し
た
「
デ
モ
テ

ー
プ
」（
タ
イ
ト
ル
：
き
こ
え

る
）、
言
え
な
い
過
去
を
抱
え

た
２
人
の
男
の
「
ト
イ
レ
で
の

会
話
」（
に
ん
げ
ん
玉
）、
古
い

納
屋
か
ら
見
つ
か
っ
た
レ
コ
ー

ダ
ー
に
残
さ
れ
て
い
た
「
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
」（
セ
ミ
）、
家
庭

に
問
題
を
抱
え
る
少
女
の
家
の

「
生
活
音
」（
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
）、

夫
婦
仲
に
悩
む
女
性
が
親
友
に

託
し
た
「
最
後
の
証
拠
」（
死

者
の
耳
）、
の
音
声
が
謎
を
解

く
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
小
説
の
面
白
さ
を
説
明

す
る
た
め
に
一
つ
だ
け
内
容
を

軽
く
言
っ
て
し
ま
う
と
、
第

２
話
の
「
に
ん
げ
ん
玉
」
で

は
、
資
産
を
な
く
し
た
年
配
の

男
と
そ
の
元
教
え
子
の
若
い
男

が
登
場
す
る
。
年
配
の
男
は
若

い
男
が
主
催
し
た
投
資
セ
ミ
ナ

ー
の
会
場
ト
イ
レ
で
２
人
き
り

に
な
っ
た
時
、
過
去
の
あ
る
事

件
を
ネ
タ
に
若
い
男
を
脅
す
の

だ
が
、
そ
の
後
の
展
開
に
違
和

感
を
覚
え
た
ま
ま
小
説
は
終
了

す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
「
ト
イ
レ
で
の
会

話
」
を
聴
く
と
、
お
金
を
要
求

し
て
い
る
声
が 

「
若
い
」
こ
と

に
衝
撃
を
受
け
る
。
音
声
を
聴

き
、
真
相
を
知
る
こ
と
で
自
分

が
思
っ
て
い
た
物
語
の
結
末
が

１
８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
小
説
に
は
敢
え
て
表
現
し

な
か
っ
た
や
り
と
り
も
含
ま
れ

て
い
た
り
し
て
、
意
味
が
わ
か

る
と
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」

と
驚
愕
す
る
展
開
な
の
だ
。

　

音
声
を
聞
き
な
が
ら
謎
解
き

を
す
る
こ
と
と
、
特
設
サ
イ
ト

に
繋
が
り
音
声
が
流
れ
る
ま
で

の
ド
キ
ド
キ
感
が
新
鮮
な
体
験

と
し
て
楽
し
め
た
。で
き
れ
ば
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
聴
く
こ
と
を
お

す
す
め
す
る
。
少
し
ホ
ラ
ー
要

素
の
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

そ
ん
な
に
怖
い
音
が
流
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
ご
安
心
を
。

全
編
通
し
て
自
分
自
身
の
解
釈

が
ひ
っ
く
り
返
る
驚
き
と
、
そ

の
音
を
聴
く
こ
と
で
回
収
さ
れ

る
伏
線
や
新
た
な
事
実
の
発
覚

も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
い

つ
か
ら
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

調
べ
て
み
る
と
、
１
９
９
４
年

に
愛
知
県
の
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
「
デ
ン
ソ
ー
」
の
開
発
部

門
が
発
明
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

現
在
デ
ー
タ
読
み
取
り
や
店
頭

決
済
用
コ
ー
ド
と
し
て
世
界
中

で
使
わ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

は
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術
な

の
で
あ
っ
た
。（
高
田
由
起
子
）

真相はQRコードから
道尾 秀介・著

 講談社・刊

■世界一おいしいワインの楽しみ方（Tamy、三笠書房）
ブドウの品種、産地の特徴、ワイングラスの種類のほか、
ワインのマナーやワインに合う料理など、ワインにまつわ
るアレコレをイラストとともに楽しく学べる本。ドイツワ
インの輸入商社勤務経験を持つイラストレーター /エッセ
イストが紹介する。持ち運びに便利な文庫サイズ。■騙
る（黒川博行、文春文庫）技術の粋を集めて作ったヴィン
テージアロハの精巧な偽物を売り捌く男「ヒタチヤ　ロイ
ヤル」、素人の蔵から出た重文級の屏風。協力者を仕立て、
安く買い叩こうとする「栖芳写し」など、古美術業界を舞
台に人間の欲望と騙し合いを描く、6つの美術ミステリー
連作集。■そして、海の泡になる（葉真中顕、朝日文庫）
バブル絶頂期の1990年、個人として史上最高額4300億
円の負債を抱え自己破産した朝比奈ハル。「北浜の魔女」
と呼ばれた彼女は詐欺と殺人の容疑で逮捕され、平成が終
わる年にひっそりと獄死していた。その生涯を小説にし
ようと、「私」は彼女の生前を知る関係者に取材を始める。
■パッキパキ北京（綿矢りさ、集英社）コロナ禍の北京で
単身赴任中の夫から、一緒に暮らそうといわれたアヤメ。
しぶしぶ中国に渡ったアヤメは過酷な隔離期間も難なくク
リアし、現地の高級料理から超絶ローカルフードまで食べ
まくり、極寒の新春お祭り騒ぎ「春節」を堪能する。著者
自身の中国滞在経験を元に描く、痛快フィールドワーク小説。■プロの投資
家の先を読む思考法（渡部清二、　SB新書）プロ投資家の思考は投資に限ら
ず、物事の先を見通す力や先回りして考え行動する力の向上に役立つ。マー
ケットビジネスの潮目を読み、一段ステップアップしたビジネスパーソンに
なれば、成功を手にするチャンスも広がるはず。投資やビジネスに役立つメ
ソッドを学べる本。■人生最後に後悔しないための読書論（斎藤孝、中公新
書ラクレ）年を重ねた今だからこそ、わかる本がある。明治大学教授の著者
が、文学や哲学からマンガまで古今東西の作品をもとに、人生100年時代を
充実させるヒントを伝授する。挫折した本に再挑戦するコツ等の「ライフハッ
ク読書術」も充実。老後の生活を支えるのは「知性」だ。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

イ
ラ
ス
ト
で
楽
し
く
学
べ
る
ワ
イ
ン
の
本
。
古
美
術
ミ
ス
テ
リ
ー
連
作
集
。「
北
浜
の

魔
女
」
の
人
物
像
に
迫
る
証
言
小
説
。
綿
矢
り
さ
の
中
国
滞
在
を
元
に
し
た
小
説
。
投
資

や
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
老
後
の
生
活
を
支
え
る
の
は
「
知
性
」
だ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

雪
の
結
晶
は
２
つ
と
し
て
同

じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
だ
け
ど
、
で
も
ち
ょ

っ
と
違
う
。
動
物
た
ち
の
巣
も

そ
う
。
鳥
た
ち
の
巣
と
リ
ス
の

巣
は
と
て
も
似
て
い
る
け
ど
、

で
も
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
違

う
。
木
の
枝
も
葉
っ
ぱ
も
、
花

も
、
道
も
、
橋
も
、
川
の
石
も

同
じ
よ
う
だ
け
ど
一
つ
一
つ
違

い
が
あ
る
。
同
じ
種
類
の
赤
い

鳥
が
「
私
た
ち
は
同
じ
だ
よ

ね
？
」「
う
ん
、ほ
と
ん
ど
同
じ
。

で
も
ね
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と

違
う
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　

２
羽
の
小
鳥
が
雪
の
結
晶
で

い
っ
ぱ
い
の
冬
景
色
の
な
か
を

旅
し
て
、
枝
や
葉
っ
ぱ
、
森
や

木
々
、
友
だ
ち
や
愛
す
る
人
な

ど
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
す
べ
て

の
も
の
が
、
い
か
に
素
晴
ら
し

く
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
か
を
探
る

ス
ト
ー
リ
ー
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

作
家
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
キ
ー
ス
・
ベ
イ
カ
ー
が
贈

る
、
世
界
を
探
検
す
る
物
語
。

２
０
１
１
年
に
発
行
さ
れ
た
、

美
し
い
冬
の
森
の
イ
ラ
ス
ト
が

魅
力
的
な
絵
本
。

　

顔
が
そ
っ
く
り
な
双
子
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
喜
ば
れ
そ
う
。（
高
田
）

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い

 『no two alike』
Written by Keith Baker　

Published by Beach Lane Books
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寒
い
2
月
の
心
あ
た
た
ま
る

行
事
と
言
え
ば
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ケ
ー

キ
は
大
切
な
脇
役
で
す
ね
。
そ

し
て
ス
イ
ー
ツ
に
欠
か
せ
な
い

の
が
バ
ニ
ラ
の
香
り
で
す
。

　

バ
ニ
ラ
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
パ

ナ
マ
と
西
イ
ン
ド
諸
島
原
産
の

ラ
ン
科
植
物
で
す
。
こ
の
地
域

に
生
息
す
る
小
さ
な
蜂
メ
リ
ポ

ナ
だ
け
が
バ
ニ
ラ
の
花
の
自
然

受
粉
を
手
助
け
し
ま
す
。
受
粉

し
た
花
は
長
い
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ

の
よ
う
な
果
実
を
つ
け
ま
す
。

摘
み
取
ら
れ
た
果
実
は
、
発
酵

を
抑
制
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

熟
成
さ
せ
て
い
く
独
特
の
工
程

を
経
て
、
し
だ
い
に
し
な
や
か

な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
に
な
り
、

特
有
の
高
貴
な
甘
い
香
り
を
放

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
黒
い
し

っ
と
り
と
し
た
細
長
い
サ
ヤ
を

開
く
と
中
に
は
小
さ
な
黒
い
キ

ャ
ビ
ア
の
よ
う
な
粒
（
種
）
が

び
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
熟
成
さ
れ
た
種
こ
そ

が
バ
ニ
ラ
の
香
り
の
元
な
の
で

す
。
貴
重
な
バ
ニ
ラ
の
香
り
を

発
見
し
た
メ
キ
シ
コ
の
ト
ト
ナ

ク
族
は
、
滋
養
強
壮
の
カ
カ
オ

の
飲
み
物
コ
コ
ア
に
混
ぜ
て
飲

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
バ
ニ

ラ
は
メ
シ
カ
帝
国
に
年
貢
と
し

て
納
め
ら
れ
る
ほ
ど
貴
重
な
も

の
で
し
た
。
甘
く
、
あ
た
た
か

く
、
や
さ
し
く
、
ク
リ
ー
ミ
ー

で
芳
醇
な
香
り
は
、
リ
キ
ュ
ー

ル
な
ど
の
酒
類
や
タ
バ
コ
の
香

料
と
し
て
、
や
さ
し
い
肌
残
り

を
与
え
る
香
水
の
原
料
と
し

て
、
そ
し
て
薬
用
と
し
て
も
古

く
か
ら
催
淫
薬
や
ヒ
ス
テ
リ

ー
、
月
経
不
順
に
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
バ
ニ
ラ
の
香
り
の
主

成
分
バ
ニ
リ
ン
に
は
痛
み
に
対

す
る
感
受
性
を
低
下
さ
せ
、
筋

肉
の
緊
張
を
緩
め
、
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
る
効
果
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
心
身

に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
幸
せ
の
香
り
で
す
。

　　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

85

蘭
の
種

バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
の
香
り

 絵・古舘みどり

　

創
立
50
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
協
会
の
会
長
に
こ
の
１

月
１
日
付
で
就
任
し
た
。
現
在

会
員
は
４
０
０
人
。
ア
ジ
ア
人

が
会
長
に
就
任
す
る
の
は
初
め

て
。
自
身
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

及
び
全
米
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
協

会
認
定
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
17
年
余
り
活
動
し
て
き

て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大

学
院
で
健
康
教
育
学
、
プ
ラ
ッ

ト
大
学
大
学
院
で
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
学
で
そ
れ
ぞ
れ
修
士
号
を

取
得
。
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
で

は
講
師
を
務
め
、
日
本
版
ニ
ュ

ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
誌
で
﹁
日
本
を

揺
さ
ぶ
る
日
本
人
の
一
人
﹂
に

選
ば
れ
る
な
ど
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
中

の
日
本
人
女
性
だ
。
現
在
は
ア

ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
向
け
に
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、 

言

葉
で
は
表
現
で
き
な
い
思
い
を

参
加
者
が
ア
ー
ト
使
っ
て
、
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
み
る
と
い
う
癒
し
の
方

法
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い

る
人
で
な
い
と
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ

ー
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
対
象
と
な
る
の
は
精
神

疾
患
な
ど
心
の
病
を
持
っ
た
人

で
、
刑
務
所
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
治
療
施
設
な
ど
に
移
っ
た

人
な
ど
、
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
で
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
人

た
ち
だ
。
こ
れ
ま
で
の
心
の
病

を
癒
や
し
て
治
療
す
る
分
野
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
︵
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
︶
を
境

に
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
人
権

や
差
別
と
対
峙
す
る
心
理
療
法

の
一
つ
と
し
て
自
分
の
軸
足
の

比
重
が
少
し
移
っ
て
き
て
い
る

の
を
感
じ
る
と
い
う
。

　

﹁
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
る
人
は
、

特
段
ア
ー
ト
に
興
味
は
な
く
て

も
い
い
ん
で
す
。
言
葉
で
表
現

で
き
な
い
思
い
を
ア
ー
ト
で
わ

か
っ
て
も
ら
う
自
己
表
現
と
コ

ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に

な
れ
ば
。
犯
罪
は
想
像
力
、
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
か
ら

来
る
ん
で
す
。
例
え
ば
暴
力
で

怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
を
、

ア
ー
ト
で
怒
り
を
表
現
で
き
れ

ば
、
怒
り
を
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
犯
罪

を
犯
す
危
険
性
は
減
る
と
い
う

考
え
方
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
え
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

な
ん
で
す
。
個
人
的
に
は
誰
で

も
、
心
の
病
を
抱
え
て
い
な
く

て
も
気
軽
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

に
参
加
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
な
い
か
模
索
中
で
す
。

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
通
し
て
こ

の
世
の
中
を
ハ
ピ
ネ
ス
で
盛
り

上
げ
て
い
け
た
ら
﹂
と
笑
顔
を

見
せ
る
。
同
時
に
、
全
米
の
高

級
寿
司
店
な
ど
に
世
界
の
高
級

塩
を
卸
す
商
売
を
営
ん
で
い
る

実
業
家
の
顔
も
持
つ
。
東
京
都

出
身
の
49
歳
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
16
歳
の
娘
と
二
人
暮
ら
し
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
）

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
で
世
界
に
ハ
ピ
ネ
ス
を

NY アートセラピー協会
１月１日付で会長に就任した

原田真樹子さん
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
根

路
銘
敢
校
長
）
の
継
承
日
本
語

コ
ー
ス
は
、
１
月
13
日
に
書
初

め
大
会
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
漢

字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
た
後
で
、
本
年

の
抱
負
や
好
き
な
言
葉
を
個
々

に
考
え
て
、
ど
ん
な
漢
字
を
書

く
か
決
め
て
書
初
め
に
臨
ん

だ
。
水
書
道
で
筆
遣
い
の
基
礎

を
何
度
も
練
習
し
た
後
、
実
際

に
墨
と
筆
で
書
初
め
に
挑
戦
す

る
と
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
緊
張

が
広
が
り
一
気
に
シ
ー
ン
と
な

っ
た
。
み
ん
な
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
書
初
め
に
挑
戦
し
、
時
が

経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
集
中

し
、
一
筆
一
筆
に
気
持
ち
を
込

め
て
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い

た
。
参
加
者
は
「
緊
張
し
て
疲

れ
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
」「
次
回
は
違
う
漢
字
に
挑

戦
し
て
み
た
い
」「
バ
ラ
ン
ス

が
難
し
い
け
ど
筆
で
書
く
の
が

好
き
！
」
等
と
話
し
た
。
最
後

に
感
想
を
語
り
合
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
書
初
め
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
校 

継
承
日
本
語
コ
ー
ス

は
、
今
後
も
毎
年
１
月
に
書
初

め
大
会
を
行
い
「
書
と
向
き
合

う
時
間
」
を
設
け
る
こ
と
で
、

日
本
文
化
に
体
験
的
に
触
れ
日

本
語
学
習
へ
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
。

書
初
め
に
挑
戦

フィラデルフィア日本語補習授業校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の

７
年
生
が
１
月
24
日
にRoton Middle School

の
生
徒
を
招

待
し
、学
校
間
交
流
を
行
っ
た
。

日
本
の
伝
承
遊
び
を
英
語
で
説

明
し
よ
う
と
英
語
の
授
業
な
ど

で
準
備
を
行
っ
て
き
た
。
実
際

の
交
流
で
は
、
一
生
懸
命
英
語

を
使
っ
て
あ
や
と
り
に
よ
る

「
ほ
う
き
」
の
作
り
方
や
折
り

紙
の
「
鶴
」
の
折
り
方
な
ど
を

説
明
し
た
り
、
手
助
け
を
し
た

り
し
て
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

最
後
に
は
日
本
の
ル
ー
ル
で
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
、
白
熱
し

た
中
で
終
了
時
間
と
な
っ
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は

「
今
回
の
学
校
間
交
流
は
と
て

も
楽
し
く
、
大
事
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
英
語
を
話
せ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、
英

語
を
話
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
大

切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」
な
ど

と
感
想
を
述
べ
た
。
２
月
に
は

Roton Middle School

へ
の

訪
問
を
控
え
て
お
り
、
そ
の
訪

問
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
る
有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

日
本
の
伝
承
遊
び

英
語
で
伝
え
よ
う

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
７
年
生
現地校と交流

　

日
本
国
際
基
督
教
大
学
財

団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｆ)

は
１
月
19

日
夜
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
メ

リ
カ
ン
Ｂ
Ｂ
Ｑ
レ
ス
ト
ラ
ン
に

て
新
年
会
を
開
催
し
た
。
新
年

会
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
在

住
の
国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ)

卒
業
生
と
、
交
換
留
学
生

と
し
て
米
国
と
カ
ナ
ダ
の
大
学

に
留
学
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
学
生
ら

総
計
85
人
が
参
加
。
卒
業
生
同

士
は
旧
交
を
温
め
、
現
役
生
は

米
国
で
の
キ
ャ
リ
ア
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
卒
業
生
に
質
問
す
る

な
ど
、
賑
や
か
な
交
流
の
場
と

な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
同
窓
会

85
人
が
参
加
し
交
流

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
１

月
23
日
に
「
お
正
月
交
流
会
」

を
開
催
し
た
。The Early 

Childhood Program

（
Ｅ
Ｃ

Ｐ
）
の
子
ど
も
達
を
招
き
、
お

正
月
遊
び
を
通
し
て
日
本
文
化

を
一
緒
に
体
験
し
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

長
く
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

も
の
。
今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
プ
ロ
に
よ
る
和
太
鼓
の
シ
ョ

ー
で
始
ま
り
、
和
太
鼓
の
響
き

と
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

「
ク
ー
ル
！
」
と
感
動
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、「
幸
せ

な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
歌
を

日
本
語
と
英
語
で
歌
い
、
会
場

は
一
体
感
に
包
ま
れ
た
。
羽
根

つ
き
、
こ
ま
回
し
、
折
り
紙
、

和
太
鼓
体
験
、
習
字
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
子
ど

も
達
と
一
つ
の
太
鼓
を
一
緒
に

叩
い
た
り
、
紙
相
撲
で
対
戦
し

た
。
言
葉
の
壁
を
越
え
て
、
子

ど
も
達
同
士
で
遊
び
に
夢
中
に

な
る
と
、
自
然
に
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

お正月交流会
こどものくに幼稚園

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
で
は
１

月
22
日
、
１
年
生
が
こ
ど
も
の

く
に
幼
稚
園
の
園
児
を
招
待
し

て
交
流
を
深
め
た
。
１
年
生
の

児
童
た
ち
は
「
学
校
の
勉
強
や

行
事
に
つ
い
て
教
え
て
あ
げ
た

い
」「
入
学
し
て
く
る
こ
と
が

楽
し
み
に
な
っ
て
帰
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
願
い
を
も
っ
て
計
画

や
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

活
動
内
容
は
、
ま
ず
図
書
館

に
て
「
Ｇ
Ｊ
Ｓ
や
小
学
校
に
つ

い
て
」「
勉
強
に
つ
い
て
」
１

年
生
か
ら
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ぶ
の
か
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
次
に
１
年
生
の
案
内
の
も

と
校
内
を
探
検
し
た
。
そ
の
後

教
室
に
行
き
、
１
年
生
が
先
生

と
な
っ
て
学
習
の
体
験
を
行
っ

た
。
良
い
座
り
方
や
挨
拶
の
仕

方
を
練
習
し
た
後
、「
朝
の
用

意
」「
自
分
の
名
前
を
平
仮
名

で
書
い
て
み
よ
う
」「
読
み
聞

か
せ
」
の
３
つ
の
活
動
を
行
っ

た
。
朝
の
用
意
で
は
、
１
年
生

が
お
手
本
を
見
せ
た
後
に
園
児

た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た

り
、
字
を
書
く
活
動
で
は
子
供

た
ち
が
隣
に
つ
い
て
鉛
筆
の
持

ち
方
の
お
手
本
を
見
せ
、
ひ
ら

が
な
を
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

た
り
し
た
。
ま
た
、
読
み
聞
か

せ
で
は
「
幸
せ
の
バ
ケ
ツ
」
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

友
達
の
声
掛
け
や
優
し
さ
に
つ

い
て
教
え
た
。

　

今
回
の
招
待
で
は
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
と
し
て
の
自
覚

も
芽
生
え
、
優
し
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
参
加
し
た
児
童

も
園
児
も
互
い
に
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
た
。
自
分
た
ち

の
大
好
き
な
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
こ
と
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

心
を
込
め
て
準
備
を
し
た
１
年

生
と
園
児
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ

る
心
温
ま
る
時
間
と
な
っ
た
。

「
Ｇ
Ｊ
Ｓ
へ
よ
う
こ
そ
！
」
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
・
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
招
待

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の
６

年
生
3
人
が
１
月
25
日
に
社
会

科
見
学
を
実
施
し
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
あ
る
国
際
連
合
本
部
を

訪
れ
た
。
国
連
本
部
で
は
、
日

本
語
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
国
連

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
場
や

展
示
物
を
見
学
し
た
。
世
界
中

で
行
わ
れ
て
い
る
平
和
維
持
活

動
の
様
子
や
国
連
の
目
指
す
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
受
け
た
。
国
連
の
歴
史

や
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
丁
寧
な

説
明
を
受
け
な
が
ら
生
徒
は
、

「
国
連
は
全
世
界
の
人
々
を
支

え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
」「
遠
い
存
在
だ
っ
た
国

連
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」
等

の
感
想
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
社
会
科
見
学
と
な
っ

た
。

国
連
本
部
へ

社
会
科
見
学

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
6
年
生

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）
は
1
月

13
日
と
20
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
、
書
初
め
授
業
を
行
っ
た
。

年
始
恒
例
の
同
授
業
に
は
、
初

等
部
3
年
生
か
ら
高
等
部
2
年

生
が
参
加
し
、
学
年
ご
と
に
与

え
ら
れ
た
課
題
に
挑
戦
し
た
。

　

13
日
は
、
中
高
等
部
の
生
徒

が
「
旅
立
ち
の
春
」
や
「
継
続

は
力
な
り
」
な
ど
の
手
本
を
も

と
に
、
真
剣
な
表
情
で
繰
り
返

し
練
習
に
励
ん
だ
。
清
書
の
用

紙
を
渡
さ
れ
る
と
、
最
初
の
一

筆
目
が
な
か
な
か
出
せ
ず
、
ま

ず
は
何
度
も
筆
の
運
び
を
確
認

し
て
か
ら
筆
を
と
る
生
徒
、
文

字
の
大
き
さ
や
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
大
胆
に
筆
を
進
め
る
生

徒
な
ど
、
向
き
合
い
方
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
筆
一
筆

丁
寧
に
課
題
の
文
字
を
集
中
し

て
書
き
上
げ
て
い
た
。

　

20
日
の
授
業
で
は
、
初
等
部

の
3
年
生
か
ら
6
年
生
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
お
手
本
「
正

月
」「
出
発
」「
希
望
」「
感
謝
」

を
よ
く
見
な
が
ら
、
練
習
と
清

書
に
取
り
組
ん
だ
。
初
等
部
の

中
に
は
初
め
て
書
初
め
を
経
験

す
る
児
童
も
お
り
、
漢
字
の
書

き
順
や
筆
遣
い
に
つ
い
て
、
事

前
に
観
た
ビ
デ
オ
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
あ
る
い
は
担
任
の
先

生
に
手
を
添
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
慎
重
に
筆
を
進
め
る
様
子

も
見
ら
れ
た
。
清
書
の
時
間
に

な
る
と
、
ど
の
児
童
も
姿
勢
を

正
し
、
名
前
を
書
き
終
え
る
ま

で
気
を
抜
か
ず
、
一
生
懸
命
に

筆
を
走
ら
せ
て
い
た
。

　

中
等
部
1
年
の
生
徒
は
「
今

年
か
ら
書
初
め
用
の
長
半
紙
に

な
っ
て
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
初
等

部
3
年
生
の
児
童
は
「
み
ん
な

と
書
初
め
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
や
り
た
い
」
と
話
し

た
。
子
ど
も
達
の
作
品
は
、
ク

ラ
ス
毎
に
金
賞
、
銀
賞
が
選
ば

れ
、
校
内
に
展
示
さ
れ
る
。

書き初め授業
２日間挑戦
NY補習授業校LI校

https://japaneseschool.org
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
https://miray109.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://www.samuraimama.com/
tel:2122136069
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自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な

ど
の
発
達
障
害
、
う
つ
病
な
ど

の
心
の
病
気
、
身
体
的
障
害
な

ど
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
、

そ
の
本
人
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ

ん
、
き
ょ
う
だ
い
に
と
っ
て
も

大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
得

ま
す
。
障
害
の
程
度
や
子
ど
も

の
気
質
・
性
格
な
ど
に
よ
っ
て

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
特
別

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
き
ょ
う
だ
い

を
持
つ
子
ど
も
達
に
次
の
よ
う

な
反
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
親
の
注
意
が
自
分
よ
り
障
害

が
あ
る
き
ょ
う
だ
い
に
向
け
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
、
寂
し
さ
や

ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
感
じ
る
、 

き
ょ

う
だ
い
を
愛
お
し
く
大
切
に
思

う
一
方
、
怒
り
や
憤
り
な
ど
相

反
す
る
強
い
感
情
が
心
の
中
に

共
存
す
る
。

●
他
の
子
か
ら
か
ら
か
わ
れ
た

り
、
人
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
目

で
見
ら
れ
た
な
ど
の
経
験
が
あ

る
と
「
自
分
は
他
の
子
と
は
違

う
」
と
い
う
孤
立
感
や
劣
等
感

を
感
じ
る
。

●
親
に
と
っ
て
自
分
の
ニ
ー
ズ

は
き
ょ
う
だ
い
の
そ
れ
よ
り
も

重
要
性
が
低
い
と
感
じ
る
。
こ

れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
自
尊

心
や
自
己
肯
定
感
が
低
下
す

る
。

●
（
意
識
的
に
で
は
な
く
無
意

識
に
）
反
抗
し
た
り
問
題
を
起

こ
す
こ
と
で
、
あ
る
い
は
逆
に

無
理
を
し
て
優
等
生
に
な
る
こ

と
で
親
の
注
意
や
関
心
を
引
こ

う
と
す
る
。

●
親
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
、

自
分
の
要
求
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
（
不
満
、
心
配
、
悲
し

み
他
）
を
表
さ
な
く
な
る
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
心
の
成

長
の
た
め
に
は
、「
自
分
の
存

在
は
親
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大

事
で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」

と
思
え
る
よ
う
な
無
条
件
の
愛

情
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

家
庭
が
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
で

い
ら
れ
、
安
心
で
き
る
場
所
で

あ
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

し
か
し
子
ど
も
に
よ
っ
て
は
、

た
だ
で
さ
え
大
変
な
親
に
余
計

な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
い

う
配
慮
か
ら
、
自
分
の
欲
求
や

感
情
を
表
さ
な
い
こ
と
が
習
慣

化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
長
く
続
く
と
自
分
で
も

そ
れ
ら
が
何
か
わ
か
ら
な
く
な

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

に
混
乱
を
き
た
す
な
ど
の
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
反
対
に
、
障

害
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
が
い
る

こ
と
が
子
ど
も
の
心
の
成
長
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
柔
軟
に
対
応
し
た

り
、
と
っ
さ
に
問
題
解
決
す
る

こ
と
が
必
要
な
場
に
出
く
わ
す

こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
の

ス
キ
ル
が
身
に
つ
き
や
す
い
で

す
。
ま
た
人
々
の
違
い
へ
の
寛

容
さ
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
、

忍
耐
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
な
ど
も
自
然
と
育
ま

れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

親
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

世
話
だ
け
で
も
大
変
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
き
ょ
う
だ
い
の
ケ

ア
に
も
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
具
体
的
な
方
法
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
き
ょ

う
だ
い
の
障
害
に
つ
い
て
子
ど

も
の
年
齢
に
見
合
っ
た
説
明
を

す
る
。「
何
で
も
聞
い
て
よ
い
」

と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
を

つ
く
る
。

●
「
自
分
も
き
ょ
う
だ
い
と
同

じ
よ
う
に
大
事
に
思
わ
れ
て
い

る
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
、
そ

れ
を
言
葉
で
繰
り
返
し
伝
え
た

り
、
た
と
え
短
い
時
間
で
も
、

そ
の
子
と
親
と
だ
け
で
一
緒
に

過
ご
す
ク
オ
リ
テ
ィ
タ
イ
ム
を

定
期
的
に
確
保
す
る
。

●
何
か
問
題
や
悩
み
が
な
い
か

定
期
的
に
聞
い
て
や
る
。
あ
れ

ば
一
緒
に
考
え
具
体
的
に
支
援

す
る
（
例
え
ば
か
ら
か
う
子
へ

の
対
応
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
す

る
）。

●
そ
の
子
独
自
の
長
所
や
達

成
、
努
力
に
も
目
を
向
け
積
極

的
に
褒
め
る
（
１
日
１
度
子
ど

も
の
良
い
面
や
行
動
を
書
い
た

メ
モ
を
渡
す
の
も
効
果
的
、
あ

る
が
ま
ま
の
姿
を
褒
め
る
の
も

大
事
）。

●
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
き
ょ

う
だ
い
に
も
で
き
る
範
囲
で
家

の
き
ま
り
を
守
ら
せ
た
り
、
お

手
伝
い
さ
せ
た
り
す
る
（
な
る

べ
く「
公
平
に
扱
わ
れ
て
い
る
」

と
思
え
る
よ
う
に
）。

●
子
ど
も
独
自
の
特
技
や
打
ち

込
め
る
趣
味
を
見
つ
け
た
り
、

家
庭
以
外
に
も
自
分
の
居
場
所

を
確
保
で
き
る
よ
う
手
助
け
す

る
（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
）。

●
親
以
外
に
も
、
子
ど
も
が
信

頼
で
き
何
で
も
話
せ
る
大
人

（
コ
ー
チ
、
親
の
友
人
な
ど
）

を
見
つ
け
て
お
く
。

　

親
は
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の

ケ
ア
だ
け
で
も
本
当
に
大
変
で

す
。
親
御
さ
ん
ご
自
身
の
セ
ル

フ
ケ
ア
も
大
変
重
要
で
す
。
忙

し
い
日
常
の
中
で
も
、
で
き
る

だ
け
定
期
的
に
休
ん
だ
り
、
短

時
間
で
も
楽
し
め
る
こ
と
を
す

る
な
ど
し
て
、
ご
自
身
の
ケ
ア

に
も
ど
う
ぞ
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
５
年
生

が
1
月
19
日
（
金
）
にBruno 

M. Ponterio Ridge Street 
School

を
招
待
し
、
学
校
間

交
流
を
行
っ
た
。
２
学
期
に
同

校
を
訪
問
し
た
こ
と
を
振
り
返

り
、
前
回
よ
り
も
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
、
日
本
の
文
化
を
楽
し
く
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に

準
備
を
進
め
た
。

　

当
日
は
、
習
字
、
折
り
紙
、

け
ん
玉
、
箸
つ
か
み
、
こ
ま
、

お
手
玉
の
６
つ
の
活
動
を
体
験

し
て
も
ら
っ
た
。
英
語
で
説
明

を
し
た
り
、
手
を
取
り
一
緒
に

活
動
し
た
り
す
る
主
体
的
な
姿

が
見
ら
れ
た
。
日
頃
の
英
語
学

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
現
地
校

の
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
い
経
験
に
な
っ
た
。

現地校の友達
招待して交流
NY日本人学校の5年生

mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp


　

ぼ
く
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ

め
は
、
ラ
ー
メ
ン
屋
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

六
才
の
時
、
は
じ
め
て
母

が
作
っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
、

そ
の
時
に
と
て
も
美
味
し
く

感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
美
味

し
さ
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
ラ
ー
メ

ン
屋
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
自
分
で
は
作
っ
た

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
十
六

才
に
な
っ
た
ら
ラ
ー
メ
ン
の

作
り
方
を
母
に
教
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ぼ
く
は
、
日
本
人

な
の
で
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
に
ラ
ー
メ
ン
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
く

に
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
め
ん
、

み
そ
ス
ー
プ
の
美
味
し
さ
は
、

ア
メ
リ
カ
に
は
無
い
味
な
の

で
、
こ
の
感
動
を
と
ど
け
た

い
の
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
ラ
ー
メ
ン
屋
に

な
る
た
め
に
算
数
と
英
語
を

が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
お
金
の

仕
組
み
を
べ
ん
き
ょ
う
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
ま
ず
、
ラ
ー
メ
ン
を

作
る
に
は
ス
ー
プ
な
ど
の
ざ

い
り
ょ
う
の
計
算
が
ひ
つ
よ

う
で
す
。
そ
し
て
英
語
が
わ

か
ら
な
い
と
ラ
ー
メ
ン
の
す

ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
な
い

か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
学
校
で
算
数
や
英
語

や
日
本
語
の
べ
ん
き
ょ
う
を

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
10
年
）

 「
ビ
ニ
ー
ル
袋
有
料
化
か
ら

学
ぶ
私
た
ち
の
未
来
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

優
理
果

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）2月 3日（土）
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た
。
し
か
し
、
資
源
回
収
の
機

械
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ち
ゃ
ん
と
家
に
持
ち
帰
っ
て

か
ら
買
い
物
の
つ
い
で
に
持

ち
寄
っ
て
回
収
し
て
も
ら
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ

目
の
提
案
は
、
紙
袋
の
活
用

や
エ
コ
バ
ッ
グ
を
植
物
性
の

も
の
や
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た

も
の
な
ど
環
境
に
配
慮
さ
れ

た
原
材
料
で
作
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
も
し
捨
て
ら

れ
た
と
し
て
も
自
然
に
分
解

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
次
に
マ

イ
ボ
ト
ル
や
水
筒
の
積
極
的

な
活
用
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

詰
め
替
え
ボ
ト
ル
を
持
っ
て

い
き
そ
の
場
で
詰
め
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
と
増
や

す
こ
と
も
有
効
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
水

を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
自
分
が
捨
て

る
は
ず
だ
っ
た
も
の
を
一
つ

で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
誇
ら
し
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
世
界

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
動

向
を
見
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
、
二
〇
二
一
年
に
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、

二
〇
二
三
年
十
月
か
ら
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
使
い
捨
て
容
器
や

フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
な
ど

を
禁
止
す
る
と
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

有
料
化
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
袋

そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
に

は
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
全
体
を

減
ら
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
た
ち
人
間
と
自
然
、

動
物
が
、
こ
の
地
球
で
共
存

す
る
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ

う
に
思
い
切
っ
た
政
策
も
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

物
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意

識
が
今
ま
で
以
上
に
高
ま
り
、

自
然
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
（
滞
米
１
年
８
か
月
）

　

先
日
私
た
ち
は
グ
リ
ニ
ッ

ジ
ポ
イ
ン
ト
で
ご
み
拾
い
を

し
ま
し
た
。
浜
辺
に
は
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
お
り
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ト
ラ
リ

ー
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
こ
こ
に
挙
げ
た
ご
み
す
べ

て
に
共
通
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

ご
み
が
増
え
て
し
ま
う
理
由

は
、
や
は
り
非
常
に
便
利
な

素
材
と
い
う
点
で
す
。
形
を

変
え
や
す
く
、
軽
く
て
丈
夫

で
密
閉
性
も
高
い
。
そ
の
た

め
、
製
品
の
軽
量
化
や
食
品

ロ
ス
の
削
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
性
で
私
た
ち
の
生
活

に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
問

題
に
直
面
し
、
日
本
で
は

二
〇
二
〇
年
の
夏
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
ビ
ニ
ー

ル
袋
一
枚
当
た
り
二
〜
五
円

と
有
料
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
削
減
や
魚
の
減
少
な

ど
多
く
の
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
ま
し

た
。
で
は
、
実
際
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
有
料
化
し
た
こ
と
に

よ
り
効
果
が
出
た
の
で
し
ょ

う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
あ

ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
の
ゴ
ミ
自
体
を

減
ら
す
こ
と
に
成
功
は
し
ま

し
た
。
で
す
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
全
体
を
減
ら
す
こ
と

に
は
大
き
く
影
響
を
与
え
て

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
、
効
果
が
出

た
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
実
際
に
は
「
い
く
ら

有
料
化
さ
れ
た
と
は
い
え
た

っ
た
の
二
円
く
ら
い
、
な
ら

ば
買
っ
て
し
ま
お
う
」
と
い

う
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
た
と
え
買
わ

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
他
の
多
様
な
種
類
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
に
は
存

在
し
ま
す
。
海
洋
ご
み
を
め

ぐ
る
最
近
の
動
向 

（
平
成
三
十

年
九
月
）
に
は
海
洋
ご
み
の

種
類
の
割
合
に
つ
い
て
の
グ

ラ
フ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
四
十
八
パ
ー
セ
ン

ト
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
類
で

し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
私
た

ち
が
減
ら
そ
う
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

割
合
は
わ
ず
か
十
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
を
減

ら
す
こ
と
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。
で

す
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
海
に

多
く
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
は
な
く
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ボ
ト
ル
類
で
し
た
。
つ

ま
り
、
私
た
ち
が
今
、
減
ら

す
べ
き
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
は

な
く
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
類

な
の
で
す
。

   

ま
た
、
人
と
は
自
分
た
ち
が

よ
り
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
く
の
で
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
が
有
料
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
に
代
替

わ
り
す
る
商
品
が
出
て
き
ま

し
た
。
多
く
の
人
は
エ
コ
バ

ッ
グ
な
ど
を
買
い
物
の
と
き

に
は
用
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
エ
コ
バ
ッ
グ
と
し
て
ポ

リ
袋
を
利
用
す
る
人
も
多
く
、

ポ
リ
袋
の
売
り
上
げ
が
有
料

化
前
の
二
倍
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
リ
袋
は
使
い
終
わ
っ
た
後
、

結
局
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
、
捨
て
て
し
ま
え

ば
せ
っ
か
く
買
わ
な
か
っ
た

ビ
ニ
ー
ル
袋
と
同
じ
使
い
方

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
ポ
リ
袋
は
あ
ま
り
良

い
代
替
品
に
は
な
ら
な
い
で

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
矢
先
、
学
校
で
「
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ー
リ

ー
」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
を
見
ま
し
た
。
そ
の
映

画
で
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

小
学
生
た
ち
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
削
減
の
た
め
に
自
分

た
ち
で
ど
う
す
べ
き
な
の
か

模
索
し
活
動
し
て
い
る
も
の

で
し
た
。
自
分
た
ち
で
動
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
い
く
つ
か

の
提
案
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
一
つ
目
の
提
案
は

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
る
購
入
す
る
と
き
に
容

器
代
が
代
金
に
上
乗
せ
さ
れ
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
戻
す
と
割

引
券
が
も
ら
え
る
機
械
を
日

本
に
も
置
く
こ
と
で
す
。
日

本
人
の
多
く
は
割
引
券
と
い

う
言
葉
に
惹
か
れ
る
た
め
効

率
的
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私

も
日
本
に
住
ん
で
い
た
と
き

は
、
た
だ
の
ご
み
と
し
て
の

認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

 「
荒
木
飛
呂
彦
の
奇
妙
な

人
生
に
つ
い
て
」

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

恵
理
紗

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください

（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長 2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

 「
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王　

電
電

　

皆
さ
ん
は
、「
ジ
ョ
ジ
ョ
の

奇
妙
な
冒
険
」
と
言
う
漫
画

及
び
ア
ニ
メ
を
ご
存
知
で
す

か
？　

こ
の
作
品
の
作
者
は
、

優
れ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
だ

と
個
人
的
に
思
い
ま
す
。
そ

の
名
も
、
荒
木
飛
呂
彦
先
生

で
す
。
私
は
、
彼
の
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、
色
々
と
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　

荒
木
飛
呂
彦
先
生
は
、

1
9
6
0
年
６
月
７
日
生
ま

れ
で
、
宮
城
県
仙
台
市
出
身

で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
「
ひ

と
り
の
世
界
」
に
没
頭
す
る

事
が
好
き
で
、
早
く
か
ら
漫

画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
デ

ビ
ュ
ー
は
高
校
三
年
生
の
時

で
し
た
。
私
達
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
年
齢
で
デ
ビ
ュ
ー

を
し
て
い
て
、
流
石
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

　
「
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒

険
」
は
魅
力
が
詰
ま
っ
た
作

品
で
す
。
例
え
ば
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
達
が
着
る
服
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
は
特
徴
的
で
、
セ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
な
ん

と
、
あ
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
、

G
U
C
C
I
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
事
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
作
品
の
も
う
一
つ
の

印
象
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が

決
め
る
斬
新
で
独
特
な
ポ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
フ

ァ
ン
の
間
で
、「
ジ
ョ
ジ
ョ
立

ち
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ジ

ョ
ジ
ョ
立
ち
の
中
に
は
、
人

間
離
れ
し
た
ポ
ー
ズ
を
見
る

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
関

し
て
の
驚
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
ジ
ョ
ジ
ョ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ス
プ
レ

を
し
て
い
た
あ
る
芸
能
人
が
、

ジ
ョ
ジ
ョ
立
ち
に
挑
戦
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
尾
骨
を
折
っ

て
し
ま
っ
た
と
言
う
事
が
あ

り
ま
し
た
。
ジ
ョ
ジ
ョ
立
ち

の
中
に
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
効

果
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う

ポ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
下

手
し
た
ら
怪
我
を
し
て
し
ま

う
事
が
あ
る
の
で
、
や
っ
て

み
た
い
と
言
う
方
は
く
れ
ぐ

れ
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
！

　

荒
木
飛
呂
彦
先
生
は
自
身

の
絵
柄
に
つ
い
て
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
美
術
、
特
に
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
に
影
響
を
受
け
た
と

公
言
し
て
い
ま
す
。「
ジ
ョ
ジ

ョ
立
ち
」
も
イ
タ
リ
ア
美
術

が
発
想
の
元
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒

険
」
で
は
、
戦
闘
シ
ー
ン
が

存
在
し
ま
す
。
荒
木
先
生
の

独
特
な
創
作
方
法
と
し
て
、

戦
闘
シ
ー
ン
で
の
敵
の
倒
し

方
を
事
前
に
決
め
て
お
ら
ず
、

漫
画
を
描
き
な
が
ら
、
登
場

人
物
と
一
緒
に
倒
し
方
を
考

え
て
い
る
と
い
う
事
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
荒
木
飛
呂

彦
先
生
は
と
て
も
特
徴
的
な

作
品
を
作
る
、
魅
力
的
な
漫

画
家
で
す
。
私
は
、
彼
の
事

を
調
べ
る
に
つ
れ
て
、
ま
す

ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
荒
木
先
生
の
大

フ
ァ
ン
と
し
て
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

荒
木
先
生
と
彼
の
作
品
に
興

味
を
持
っ
て
頂
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
！　
　

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
14
年
）

http://www.newjersryjapaneseschool.org
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ホ
ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
と
い
う
街
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
一
番
北
側

の
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
に
あ
る
美
し
い
街
並
み
の
住
宅
街
と

し
て
知
ら
れ
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
と
を
結
ぶ
橋
、

ホ
ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
ス
ロ
ッ
グ
ネ
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ

の
幹
線
高
速
道
路
が
間
近
で
、
ク
イ
ー
ン
ズ
か
ら
車
で
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便

利
な
位
置
に
あ
る
。

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
へ
は
Ｑ
Ｍ
２
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
、
ク
イ
ー

ン
ズ
の
ア
ジ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
へ
は
Ｑ

15
が
利
用
で
き
る
。
周
辺
に
は
リ
ト
ル
・
ベ
イ
パ
ー
ク
、
フ
ォ

ー
ト
・
ト
ッ
テ
ン
・
パ
ー
ク
な

ど
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
と
橋
の

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
で

き
る
公
園
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も

あ
り
緑
豊
か
な
環
境
に
あ
る
。

写
真
の
物
件
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ス

ト
ー
ン
の
水
際
に
近
い
地
区
に

あ
る
ゲ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
４
階
建
て
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
一
階
部
分
は

２
台
分
の
車
庫
、
物
置
、
２
階

と
３
階
、
4
階
が
住
居
部
分
に

な
っ
て
い
る
。
2
階
に
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
、
ガ
ス
暖
炉
、
キ
ッ

チ
ン
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
が
あ

り
、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
出
ら
れ
る
。
３
階
、
４

階
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
に
は
、２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、２
バ
ス
が
あ
る
。

３
階
の
広
々
と
し
た
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
も
リ
バ
ー
ビ

ュ
ー
が
楽
し
め
る
バ
ル
コ
ニ
ー
が
付
い
た
贅
沢
な
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
洗
濯
機
、
乾
燥
機
、
セ
ン
ト
ラ
ル
冷
暖
房
付
、
住
居

ス
ペ
ー
ス
約
２
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
、
価
格
99
万
９
０
０
０

ド
ル
、
１
９
９
９
年
築
、
管
理
費
と
税
金
の
合
計
は
比
較
的
割

安
な
１
４
０
０
ド
ル
、
４
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

家
族
、
２
世
帯
の
住
居
と
し
て
も
適
し
て
い
る
物
件
だ
。

 　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・９
２
３
・４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

ホワイトストーン橋麓の４寝室コンド
　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
室
の
気
候
環
境
正
義
対
策

課
︵
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
︶
は
１
月
16

日
、
過
去
の
豪
雨
を
教
訓
に
し

た
新
た
な
大
雨
対
策
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
発
表
し
た
。

　

公
式
声
明
に
よ
る
と
同
対
策

課
は
、
同
市
環
境
保
護
局
︵
Ｄ

Ｅ
Ｐ
︶、
同
市
住
宅
復
旧
対
策

室
、
建
物
の
耐
久
性
や
復
旧
な

ど
天
候
関
連
の
経
験
が
豊
富
な

専
門
家
た
ち
か
ら
成
る
リ
ビ
ル

ド
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ワ
ン
・

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
＆
ア
ー
バ

ニ
ズ
ム
と
提
携
し
、﹁
頻
発
す

る
近
年
の
気
候
変
動
が
原
因
の

豪
雨
に
伴
う
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
が
直
面
す
る
課
題
に
取
り
組

む
﹂
こ
と
を
目
的
と
し
た
方
針

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
尽
く

す
、
官
民
共
同
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ﹁
レ
イ
ン
プ
ル
ー
フ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂

を
発
足
し
た
。
同
計
画
は
、
異

常
気
象
時
の
管
理
責
任
を
民
間

と
公
共
部
門
で
共
有
す
る
方
法

を
分
析
し
﹁
豪
雨
に
備
え
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
を
守
る
た
め
に
、

イ
ン
フ
ラ
と
危
機
管
理
の
ギ
ャ

ッ
プ
の
問
題
﹂
の
取
り
組
み
に

焦
点
を
当
て
る
と
い
う
。

　

参
加
団
体
は
公
募
の
な
か
か

ら
昨
年
12
月
に
選
ば
れ
た
。

大雨対策
NY 市が取り組む
近年の気候変動に対応

　

振
興
組
合
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
２
月
14

日
︵
水
︶
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
に
、
世
界
で
最
も
有
名
な
交

差
点
﹁
ク
ロ
ス
ロ
ー
ズ
・
オ
ブ
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
﹂
で
誰
で
も
参

加
で
き
る
結
婚
式
﹁
ラ
ブ
・
イ

ン
・
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
﹂
を

開
催
す
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ

を
し
た
い
人
は
、
事
前
に
２
人

の
馴
れ
初
め
や
な
ぜ
結
婚
し
た

い
の
か
な
ど
を
書
い
て
提
出
し

て
お
く
と
、
広
場
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
２
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
当

日
映
し
出
さ
れ
る
。
結
婚
し
た

い
人
は
、Ｎ
Ｙ
州
の
マ
リ
ッ
ジ
・

ラ
イ
セ
ン
ス
︵
婚
姻
許
可
︶
を

取
得
し
、
当
日
出
席
で
き
る
最

低
２
人
の
立
会
人
が
必
要
と
な

る
。
式
典
は
、
ガ
バ
ナ
ー
ズ
島

氷
彫
刻
大
会
の
優
勝
作
品
の
そ

ば
で
行
わ
れ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
シ
リ
ア
ー
ノ
氏
が
司
る
結

婚
式
の
時
間
は
、
１
回
目
は
午

前
11
時
、
２
回
目
は
正
午
ス
タ

ー
ト
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
プ
ロ
ポ

ー
ズ
は
午
前
11
時
半
と
午
後
12

半
に
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
改
め
て
愛
を
誓
い
た
い

夫
婦
の
た
め
の
式
典
﹁
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
・
オ
ブ
・
バ
ウ
ズ
﹂
は
、

午
後
６
時
か
ら
６
時
30
分
な
の

で
、
式
後
に
２
人
で
ゆ
っ
く
り

食
事
が
で
き
る
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
結

婚n

プ
ロ
ポ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
申
請
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

tim
essquareny

c.org/

を

参
照
す
る
。

タイムズスクエアでプロポーズ！
バレンタインデーイベント参加者募集中

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:hakutsu@kw.com
https://www.timessquarenyc.org/
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元
旦
の
能
登
半
島
地
震
で
始

ま
っ
た
２
０
２
４
年
の
日
本
で

す
。
ま
だ
ま
だ
テ
レ
ビ
で
被
災

地
の
情
報
が
流
れ
て
き
ま
す
。

元
旦
と
い
う
こ
と
で
、
帰
省
し

て
家
族
で
集
ま
っ
て
い
て
亡
く

な
っ
た
人
な
ど
切
な
く
て
涙
が

出
て
き
ま
す
。「
数
時
間
前
ま

で
家
族
で
笑
っ
て
い
た
の
に
」。

そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
聴
く
だ
け

で
、
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
阪
神
淡
路
大
震
災
と

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
わ

た
し
は
、「
人
生
は
有
終
で
す
。

昨
日
は
今
日
を
補
償
す
る
も
の

で
も
な
く
、
今
日
は
明
日
を
補

償
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
」

と
、
何
度
も
何
度
も
伝
え
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
そ

れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
１
日
、
１
日
を
丁
寧
に

生
き
た
い
。
今
日
何
が
あ
っ
て

も
後
悔
し
な
い
生
き
方
を
し
た

い
。

　

能
登
地
震
で
奥
さ
ん
と
子
供

を
失
っ
て
１
人
生
き
残
っ
た
男

性
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ

う
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

る
こ
と
に
非
難
も
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
死
に
た
か
っ
た
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、

一
方
で
妻
や
子
供
が
こ
の
世
に

い
た
こ
と
を
世
の
中
に
伝
え
た

い
」。
こ
の
男
性
の
気
持
ち
が

痛
い
ほ
ど
伝
わ
り
ま
し
た
。
な

ぜ
、
わ
た
し
が
文
章
を
書
く
の

か
。
な
ぜ
、
わ
た
し
が
本
を
書

い
た
の
か
。
や
っ
ぱ
り
遺
し
た

い
人
生
が
あ
っ
た
か
ら
、
遺
し

た
い
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
。

　

何
度
で
も
言
い
ま
す
。
全
て

の
人
の
人
生
は
有
終
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
お
互
い
後
悔
し
な
い

生
き
方
を
考
え
て
、
後
悔
し
な

い
１
日
を
生
き
た
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

1
日
、
1
日
を

丁
寧
に
生
き
る

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ホ
ス
ト

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
で
24
日
、
就
任
後
３
回
目
と

な
る
施
政
方
針
演
説
を
行
っ

た
。（
１
面
に
記
事
）

　

市
長
は
ま
ず
、
Ｎ
Ｙ
市
警
の

協
力
と
先
を
見
越
し
た
Ｎ
Ｙ
市

政
の
方
針
で
、
就
任
２
年
間
で

全
体
的
に
犯
罪
件
数
が
減
少
し

た
こ
と
を
称
え
た
。
そ
し
て
雇

用
創
出
、
教
育
、
住
宅
開
発
、

公
衆
安
全
、
労
働
者
階
級
の
今

後
の
展
望
の
ほ
か
２
０
２
４
年

の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

路
上
の
安
全
性
向
上
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
組
織
内
の
規
律
、
沿
岸
の
強

靭
化
、
大
麻
の
違
法
販
売
店
の

取
り
締
ま
り
強
化
、「
公
衆
衛

生
に
危
険
を
及
ぼ
す
」
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
制
限
な
ど
を
提
示
し
た
。
ま

た
、
目
標
達
成
に
Ｎ
Ｙ
州
議
会

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
述
べ
た
。

　

路
上
の
安
全
性
に
関
し
て

は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
デ
リ
バ

リ
ー
（
持
続
可
能
な
配
送
）
対

策
局
」
を
設
置
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
拡
大
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
事
業

で
使
用
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
電

動
自
転
車
、
ス
ク
ー
タ
ー
、
モ

ペ
ッ
ド
、
ま
た
こ
れ
ら
の
充
電

に
使
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
規
制
、
そ
し
て
運
転
手

の
教
育
を
促
す
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
組

織
内
の
規
律
に
関
し
て
同
市
長

は
、
組
織
内
の
問
題
解
決
に
は

時
間
が
か
か
る
が
「
市
民
か
ら

苦
情
が
あ
が
れ
ば
、
素
早
く
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、
余
計
な
こ
と
は
削
除
し
時

間
遵
守
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

刑
事
訴
訟
に
か
か
る
時
間
の
削

減
を
図
る
。住
宅
に
関
し
て
は
、

敵
対
的
な
家
主
か
ら
テ
ナ
ン
ト

を
守
る
「
テ
ナ
ン
ト
・
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
（
借
手
保
護
）・
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
を
組
閣
、
Ｎ
Ｙ

市
所
有
地
に
手
頃
な
住
宅
を
約

１
万
２
０
０
０
戸
建
設
す
る
。

雇
用
に
関
し
て
は
、
公
民
合
計

で
現
在
４
７
０
万
の
雇
用
数
を

25
年
に
は
５
０
０
万
件
を
目
指

す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
に
関
し
て
同
市
長

は
「TikTok

やYouTube

、

Facebook

な
ど
の
企
業
は
、

依
存
性
が
高
く
危
険
な
特
性
を

利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
危
機
を
あ

お
っ
て
い
る
。
ビ
ッ
グ
・
テ
ッ

ク
が
子
供
た
ち
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
収
益
化
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
危
険
に
さ
ら
す
の
を
見

過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

Ｎ
Ｙ
市
は
初
の
米
国
の
都
市
と

し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ

ア
の
危
険
性
に
声
を
上
げ
て
挑

む
。
軍
医
総
監
が
タ
バ
コ
や
銃

問
題
を
対
処
し
た
よ
う
に
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
ほ
か

の
公
衆
衛
生
上
の
危
険
と
同
様

に
扱
い
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業

が
自
社
の
製
品
に
責
任
を
持
つ

こ
と
を
確
実
に
し
て
い
く
」
と

話
し
た
。
そ
の
ほ
か
同
演
説
の

詳
細
はnyc.gov

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
市
長
施
政
方
針
演
説
の
内
容

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
住
宅
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
問
題
ほ
か

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

（200 Eastern Pkwy
）
は
１

月
27
日
、
全
面
的
に
改
装
し
た

教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

　

同
館
は
１
９
１
３
年
、
当
時

の
米
国
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
は
珍
し
い
教
育
部
門
を
設

置
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
改
め

て
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身
の
慈

善
家
で
収
集
家
に
ち
な
み
「
ト

ビ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ァ
ン
・
ル
イ
ス
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ

ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
総
面

積
９
万
５
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
の
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
最
先

端
の
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
完
備
し
た
ス
タ
ジ
オ
３

室
、企
画
展
用
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

事
務
所
が
入
っ
て
い
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
は

毎
年
約
５
万
人
が
利
用
す

る
。
週
末
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
家
族
向
け
の
展
示
物
を

対
話
式
に
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
ク
ラ
ス
な
ど
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

brooklynmuseum.org/

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設

http://www.nykoshin.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
tel:9176780297
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
https://www.brooklynmuseum.org/
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朝
４
時
に
起
き
て
、
フ
ェ
リ

ー
で
４
時
間
半
か
け
て
ア
テ
ネ

か
ら
ミ
コ
ノ
ス
に
や
っ
て
来

て
、
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

す
る
や
否
や
ビ
ー
チ
に
出
か

け
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
透

明
度
の
海
に
飛
び
込
ん
で
ひ
た

す
ら
ビ
ー
チ
タ
イ
ム
を
満
喫
。

今
日
は
な
ん
と
も
長
い
１
日
で

あ
っ
た
。
が
、
ミ
コ
ノ
ス
の
初

日
は
こ
れ
で
は
終
わ
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
あ
る
ギ
リ

シ
ャ
の
島
々
の
中
で
、
ナ
イ
ト

ラ
イ
フ
が
特
に
有
名
な
こ
の
ミ

コ
ノ
ス
に
来
た
の
だ
。
ホ
テ
ル

に
居
て
ど
う
す
る
。
早
速
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
服
を
着
替
え
、

夜
の
街
へ
繰
り
出
す
。

　

夜
と
い
っ
て
も
ま
だ
明
る

い
。
燦
々
と
注
ぐ
太
陽
に
照
ら

さ
れ
た
海
、
白
い
建
物
、
赤
茶

け
た
大
地
、
写
真
で
見
た
ギ
リ

シ
ャ
の
光
景
が
目
の
前
に
広
が

る
。
信
仰
心
が
厚
い
の
で
あ
ろ

う
、
随
所
に
小
さ
な
白
い
教
会

が
見
え
る
。
あ
ま
り
に
も
、
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
美
し
い
の
で
、

車
を
停
め
て
写
真
を
撮
っ
て
み

た
。

　

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
近
づ
く
。

丘
の
上
か
ら
見
る
夕
方
の
海
の

景
色
は
絶
景
で
、
ど
こ
か
に
車

を
停
め
て
写
真
を
撮
り
た
く
な

る
の
だ
が
、
車
が
停
め
ら
れ
な

い
。
最
初
に
着
い
た
フ
ェ
リ
ー

ポ
ー
ト
の
駐
車
場
に
、ダ
ブ
ル
、

い
や
ト
リ
プ
ル
パ
ー
ク
を
す

る
。
そ
こ
か
ら
、
繁
華
街
に
向

け
て
海
沿
い
の
通
路
を
歩
く
。

素
晴
ら
し
い
景
色
だ
！
傾
き
始

め
た
オ
レ
ン
ジ
の
光
を
受
け
た

白
い
建
物
、
お
そ
ろ
し
く
セ
ン

ス
の
良
い
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

調
度
品
、
着
飾
っ
た
美
し
い
男

女
、
風
景
に
溶
け
込
む
ギ
リ
シ

ャ
正
教
会
、
今
に
で
も
飛
び
込

み
た
く
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
見

せ
た
が
り
の
人
が
粘
る
ビ
ー

チ
、
こ
の
景
色
は
ど
う
だ
。

　

そ
れ
ほ
ど
昔
で
も
な
い
頃
、

こ
こ
は
漁
師
た
ち
の
漁
港
で
あ

っ
た
は
ず
だ
。
海
辺
に
は
昔
、

魚
を
洗
う
の
に
使
っ
た
で
あ
ろ

う
石
造
り
の
台
が
見
事
に
残
っ

て
い
る
。
そ
の
下
で
猫
が
幸
せ

そ
う
に
寝
て
い
る
姿
が
な
ん
と

も
言
え
な
い
。

　

ギ
リ
シ
ャ
は
料
理
が
美
味
し

い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
ア
テ

ネ
で
は
良
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
今

日
は
ギ
リ
シ
ャ
で
初
め
て
き
ち

ん
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入

り
、
こ
れ
ぞ
ギ
リ
シ
ャ
と
い
う

料
理
を
食
べ
る
つ
も
り
だ
。
あ

ま
り
食
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
私

に
代
わ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
選
び

に
抜
群
な
才
能
を
持
つ
の
が
細

君
で
あ
る
。
何
や
ら
目
立
た
な

い
看
板
を
見
つ
け
、
そ
こ
か
ら

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
外
れ
た

奥
に
あ
る
良
さ
げ
な
レ
ス
ト
ラ

ン
を
見
つ
け
て
く
れ
た
。
奥
の

細
い
路
地
、
し
か
も
ギ
リ
シ
ャ

正
教
の
何
や
ら
怪
し
い
店
（
日

本
で
い
う
な
ら
仏
壇
仏
具
店
）

の
裏
に
あ
る
。
が
、
細
君
に
感

謝
。
本
物
だ
っ
た
。
し
っ
か
り

と
し
た
グ
リ
ル
の
前
で
、
わ
ざ

わ
ざ
そ
の
日
獲
れ
た
で
あ
ろ
う

魚
を
冷
蔵
庫
を
開
け
て
見
せ
て

く
れ
た
。
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、Fish Tavern Kounelas 

Mykonos

と
言
う
。
う
さ
ぎ

が
魚
を
釣
る
ロ
ゴ
が
可
愛
い
。

kounéli
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
う

さ
ぎ
の
意
味
だ
と
早
速
Ｆ
Ｂ
で

ギ
リ
シ
ャ
人
の
友
達
が
教
え
て

く
れ
た
。
店
内
の
雰
囲
気
も
サ

ー
ビ
ス
も
他
の
お
客
さ
ん
も
本

当
に
上
品
で
、
最
後
は
無
料
で

食
後
酒
と
デ
ザ
ー
ト
を
つ
け
て

く
れ
た
。
生
涯
で
入
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
１
位
２
位
を
争
う
で

あ
ろ
う
。Kounelas

本
当
に

あ
り
が
と
う
！

　

最
高
の
魚
介
類
料
理
で
満
足

し
き
っ
た
私
た
ち
で
あ
る
が
、

夜
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。
店
を

出
る
と
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て

い
た
が
、
海
辺
の
白
塗
り
の

建
物
が
並
ぶ
肩
の
触
れ
合
う

よ
う
な
狭
い
路
地
に
魅
惑
的

な
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
店

を
広
げ
、
そ
こ
を
最
高
に
お

洒
落
し
た
男
女
が
闊
歩
し
て

い
た
。
ジ
ャ
ニ
ス
・
イ
ア
ン

の
「AT SEVENTEEN

」
と
い

う
歌
に
出
て
く
る
「charades 

of youth

」
と
い
う
言
葉
が
思

い
浮
か
ぶ
。

　

年
甲
斐
も
な
く
そ
の
シ
ャ
レ

ー
ド
に
参
加
し
て
い
る
と
、
サ

ン
ダ
ル
屋
が
目
に
留
ま
っ
た
。

か
つ
て
愛
用
し
て
い
た
が
も
う

代
わ
り
が
な
く
な
っ
た
ロ
ー
マ

ン
サ
ン
ダ
ル
が
見
つ
か
る
か
も

知
れ
な
い
。
店
に
入
る
と
か
な

り
の
品
揃
え
で
、
若
い
女
性
が

親
切
に
試
着
さ
せ
て
く
れ
た
。

拘
っ
て
沢
山
の
サ
ン
ダ
ル
を
試

し
た
結
果
、
な
か
な
か
の
も
の

を
見
つ
け
、
女
性
の
父
親
と
思

わ
れ
る
男
性
が
私
の
足
に
合
う

よ
う
に
穴
を
開
け
て
く
れ
た
。

細
君
は
、
ソ
ワ
レ
用
の
サ
ン
ダ

ル
を
買
い
、ふ
た
り
と
も
満
足
。

Made in Mykonos

が
付
加

価
値
を
付
け
る
。
店
は
沢
山
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
そ

う
、
夏
の
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
に
お

洒
落
な
サ
ン
ダ
ル
は
必
需
品
な

の
だ
。

　

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
？
ド
レ
ス
ダ

ウ
ン
？
私
を
ギ
リ
シ
ャ
の
旅

に
誘
っ
た
シ
ャ
ー
リ
ー
ン
の

「
愛
は
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に
」

に
「I moved like Harlow in 

M
onte Carlo, and showed 
'em what I've got

」
と
あ
る
。

Jean Harlow

と
は
30
年
代
に

活
躍
し
た
当
時
の
セ
ッ
ク
ス
シ

ン
ボ
ル
、
今
で
言
う
と
誰
だ

ろ
う
？Margot Robbie

？

（
笑
）。
こ
こ
に
集
う
女
性
た
ち

は
皆
、
ハ
ー
ロ
ー
の
よ
う
に
闊

歩
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
を
見

せ
て
く
れ
た
。
ふ
と
海
を
見
る

と
、
巨
大
な
ク
ル
ー
ズ
船
が
狭

い
入
り
江
に
巨
大
な
影
を
落
と

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
集
ま

っ
た
美
し
い
男
女
の
シ
ャ
レ
ー

ド
が
ミ
コ
ノ
ス
の
夜
を
染
め

る
。

　

あ
ま
り
の
人
の
多
さ
と
、
喧

騒
と
、
迷
路
で
車
に
辿
り
着
く

の
に
相
当
時
間
が
か
か
り
、
や

っ
と
乗
っ
た
車
も
渋
滞
で
な
か

な
か
進
ま
な
い
。
ホ
テ
ル
に
戻

っ
た
の
は
深
夜
で
あ
っ
た
。
朝

４
時
に
起
き
て
ア
テ
ネ
か
ら
や

っ
て
来
た
な
ん
と
も
長
い
１
日

で
あ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た

瞬
間
に
深
い
眠
り
に
落
ち
た
。

（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
４
話　

ミ
コ
ノ
ス
の
シ
ャ
レ
ー
ド

　
前
回
紹
介
し
た
福
井
県
若
狭

町
の
桂
由
美
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
す
ぐ
近
く
に
、「
佐

久
間
記
念
交
流
会
館
」
が
あ
り

ま
す
。佐
久
間
艇
長
と
い
え
ば
、

戦
前
生
ま
れ
の
方
に
は
よ
く
知

ら
れ
た
存
在
で
す
が
、
今
で
は

す
っ
か
り
知
名
度
は
低
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
山

口
県
新
湊
沖
で
第
六
潜
水
艇
が

訓
練
中
に
遭
難
し
、
乗
組
員
14

人
が
殉
職
し
ま
し
た
。
佐
久
間

勉
艇
長
の
遺
書
が
有
名
で
、
そ

の
事
故
や
地
元
出
身
の
佐
久
間

艇
長
に
関
す
る
遺
品
等
の
資
料

が
同
館
に
保
存
・
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
佐
久
間
勉
艇
長
は
当
時
、
32

歳
の
海
軍
大
尉
で
、
福
井
県
三

方
郡
八
村
（
現
在
の
若
狭
町
）

の
出
身
で
し
た
。
日
露
戦
争
の

日
本
海
海
戦
で
は
、
海
軍
少
尉

と
し
て
巡
洋
艦
笠
置
に
乗
っ
て

戦
い
、
そ
の
後
、
第
一
艦
隊
参

謀
、
駆
逐
艦
春
風
艦
長
等
を
歴

任
し
、
１
９
０
８
（
明
治
41
）

年
に
第
六
潜
水
艇
隊
の
艇
長
を

命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
１
９
１
０
年

4
月
15
日
、
第
六
潜
水
艇
は
ガ

ソ
リ
ン
潜
行
実
験
の
訓
練
を
行

な
う
た
め
、
岩
国
か
ら
広
島
湾

に
移
動
し
ま
し
た
。
訓
練
開
始

か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
、
何

ら
か
の
事
情
で
煙
突
が
海
面
に

出
る
高
さ
よ
り
も
深
く
艇
が
潜

航
し
た
た
め
浸
水
が
発
生
し
、

し
か
も
閉
鎖
機
が
故
障
し
て
い

た
た
め
手
動
で
閉
鎖
す
る
う
ち

に
、
17
メ
ー
ト
ル
下
の
海
底
に

着
低
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
発
見
が
遅
れ
、
50
時
間
以

上
経
過
し
て
救
難
作
業
が
行
わ

れ
、
引
き
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
海
軍
関
係
者
は
、
乗
組
員
が

我
先
に
出
口
を
争
う
悲
惨
な
姿

で
落
命
し
て
い
る
こ
と
を
予
想

し
て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ッ
チ
を

開
け
る
と
、
乗
組
員
14
人
の
う

ち
12
人
は
所
定
の
配
置
に
つ
い

た
ま
ま
息
絶
え
て
お
り
、
2
人

は
破
損
箇
所
で
最
後
ま
で
修
理

に
あ
た
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
佐
久
間
艇

長
は
、
最
後
の
瞬
間
ま
で
事
故

原
因
の
分
析
と
「
謹
ん
で
陛
下

に
申
す
。
我
が
部
下
の
遺
族
を

し
て
窮
す
る
者
無
か
ら
し
め
給

わ
ら
ん
事
を
、
我
が
念
頭
に
懸

か
る
も
の
、
こ
れ
あ
る
の
み
。」

な
ど
、
乗
組
員
遺
族
へ
の
配
慮

を
求
め
る
遺
書
を
書
き
残
し
て

お
り
、
そ
の
見
事
な
姿
勢
は
日

本
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
を
も
感

動
さ
せ
た
の
で
す
。

　
国
内
で
は
「
沈
勇
」
と
い
う

題
名
で
修
身
の
教
科
書
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

議
会
議
事
堂
で
も
、
大
広
間
に

ワ
シ
ン
ト
ン
の
独
立
宣
言
と
並

ん
で
遺
書
が
原
文
の
ま
ま
コ
ピ

ー
さ
れ
英
訳
を
添
え
て
陳
列
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

王
室
海
軍
潜
水
史
料
館
に
は
、

佐
久
間
大
尉
と
第
六
潜
水
艇
の

説
明
が
な
さ
れ
、
英
国
軍
人
に

尊
敬
さ
れ
る
日
本
人
と
し
て
、

佐
久
間
勉
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第
六
潜
水
艇
は
、
除
籍
後
、

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
陸

揚
げ
さ
れ
呉
潜
水
学
校
に
6

号
艇
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
ま

し
た
が
、
終
戦
後
、
進
駐
軍
の

命
に
よ
り
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
５
９
（
昭
和
34
年
）
の
殉

難
50
周
年
を
期
に
、
呉
の
鯛
之

宮
神
社
に
高
さ
19
メ
ー
ト
ル

の
壮
麗
な
碑
が
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
碑
の
側
面
に
は
佐
久
間
艇

長
の
遺
書
が
レ
リ
ー
フ
と
し
て

は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
後

の
最
後
ま
で
自
分
の
職
責
を
果

た
そ
う
と
し
た
14
人
の
乗
組
員

の
姿
勢
は
、
現
代
の
私
た
ち
に

も
語
り
か
け
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

沈みゆく潜水艦
遺書に世界が感動

佐久間記念交流会館

 第 477 回

mailto:meiseimotors@aol.com
http://hinomaru-limo.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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EVENT　
■ガバナーズ島・第 3 回氷の彫刻ショー =2/3　
Governors Island　ガバナーズ・アイランド・アー
ツとタイムズスクエア・アーツ主催のイベント。公
募で選ばれた 10 人のアーティストが氷彫刻家とペ
アを組み、2 時間の公開イベントで作品を作り上げ
る。来場者は氷彫刻ができるまでを見学でき、イベ
ントの最後に「ピープルズチョイス賞」として投票
できる。
詳細は https://www.govisland.com
■ NYC・ウインター・アウティング＝ 2/4 まで　観
光オフシーズンに恒例の 4 つのプロモーションイベ
ントが開催中。宿泊費が 24％オフになる「ホテル
ウィーク」、プリフィックス料金で特別メニューが
味わえる「レストランウィーク」、1 枚の値段で 2
枚のチケットが手に入る「ブロードウエーウィーク」
と「マストシーウィーク」で冬の NY を楽しもう。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/nyc-winter-
outing
■「近畿連合」の節分を祝う会＝ 2/4 17:00  NY 日
系人会（49 W 45th St. 5F）NY 京都倶楽部は近畿全
県人会と「近畿連合」を結成し、節分を祝う会を開
催。恵方巻き、お好み焼き、たこ焼きなどが振る
舞われる。飲み物は各自持参。先着 40 人。参加費
＄35（当日現金にて支払う）。問い合わせはＥメー
ル nywakayamakenjinkai@gmail.com（まゆみさん）
まで。参加希望者は申し込みリンク https://forms.
gle/nW2RY95sMtJ16YyX7 から。
■「Shoppe Object」 ＝ 2/4 ～ 2/6  PIER 36（299 
South St）世界中から魅力的な製品が集まるホー
ム＆ギフト・トレードショー。今年は日本からも
30 企業以上が参加し、高品質な製品が展示される。
今 回 は PIER 36 と Skylight at Essex Crossing（200 
Broome St）の 2 つの会場で開催される、ショップ
オーナー必見の展示会。
詳細は https://shoppeobject.com
■ 第 42 回 NY エ ン タ メ の 会 ＝ ２ /5　19:30　
RESOBOX（91 E 3rd St）ゲストスピーカーはプロボ
クサーの吉田実代さん。これまでの道のり、アメリ
カに来てからの挑戦とこれからについて語る。1 分
間自己 PR コーナー、交流会も行われる。参加費：
一般＄20、学生＄10。予約は E メール ny.entame@
gmail.com まで。
■ニューヨーク・ファッション・ウィーク＝２/9
～ 2/14　RXR’s Starrett-Lehigh Building（601 W 
26th St）NY で 2 月と 9 月の年 2 回開催される世界
最大規模のファッションウィークのひとつ。今回も
日本人デザイナー Tadashi Shoji 氏が参加し、ラン
ウェイで新作を披露する。
詳細は https://nyfw.com/

CLASS/SEMINAR
■トーク「隈研吾とエリエタ・アタリ : 『Mirror 
in the Mirror』 を 振 り 返 る 」 ＝ 2/9  18:30 Japan 
Society（333 E 47th St）ハーバード大学デザイン学
部建築学科講師のセン・クアン教授が司会を務め、
隈氏とアッタリ氏、コロンビア大学 マイヤー・シャ
ピロ美術史学科のバリー・バーグドール教授が建築
と写真の領域において作品の広範囲に及ぶ意義を議
論する。入場料：一般＄22、JS 会員・学生・シニ
アは＄17。
詳細は https://japansociety.org
■コロンビア大学産婦人科医、常盤まこと講演会「家
族再考」＝ 2/11 11:00  NY 日系人会（49 W 45th St, 
5F）「家族再考」をテーマに、日米の出産・育児の
考え方の違い、その上で感じた夫婦の在り方や育児
の関わり方、海外生活・慣れない環境での子育ての
悩みなどについて話す。定員 70 人。問い合わせは
電話 212・980・4211（Ｅ 53 ウェルネススタジオ）
参加費：1 人＄25、2 人＄40
詳細は http://e53wellnessnyc.com/campaign/1482
■ズーム座談会「緩和ケア」＝ 2/14 19:00  在米日
本人の健康と医療を支える、非営利団体「ふらっと」
主催のオンライン座談会。コロンビア大学緩和ケア
の中川俊一医師を招き、緩和ケアについての疑問や
医療者とのコミュニケーションの取り方等を聞く。
対象は、がんが他の臓器に転移している人・ステー
ジⅣと診断された人やその家族、医学生。参加費無
料。詳細は https://www.fl atjp.org/

MUSIC
■生け花インターナショナル NY 企画「生け花ミニ
フラワーショー＆琴＆三味線」＝ 2/8 11:30　ＮＹ
日系人会（49 W 45th St. 5F）琴と三味線演奏は石
榑雅代さん。正午 12 時からの会食（お弁当）会場
ではミニ生け花の展示会も行われる。参加費：一般
40 ドル、会員 25 ドル（お弁当込み）。問い合わせ
はＥメール info@ikebanany.org まで。
■三味線愛好家グループ三友会の演奏会「お弾き初
め 2024　NY de 長唄」＝ 2/18 13:30 天理文化協会

（43A W 13th St）三友会メンバーの久美子 Martin
（代表）、瓜阪幸博、清水喜美子、今井恵、神保麻子、
Geoff  Garsh、須坂 Travis のほか、杵屋喜三雄（唄）
が日本より賛助出演する。入場無料。問い合わせは
E メール kumikomartin@gmail.com（久美子 Martin
さん）まで。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■「極秘のこだわり～画家ポールジェンキンスと日
本美術コレクション～」＝ 2/9 ～ 3/1　日本ギャラ
リー（145 W 57th St. 5F）アメリカの抽象表現主義
画家ポール・ジェンキンス（1923 ～ 2012）と、そ
の妻スザンヌ・ジェンキンス （1948 ～ 2023）の日
本美術コレクションを紹介する展覧会。入場無料。
詳細は https://www.nipponclub.org/?lang=ja
■アートインキュベーション・シリーズ５「STEP-
PING INTO A WORLD II」 ＝ 2/15 ～ 2/21　Gallery 
Max New York（ 552 Broadway）エミー賞放送作家
の安達元一とキュレーター佐藤恭子による展覧会シ
リーズの第 5 弾。公募で審査を通過したアーティス
トの作品を展示。詳細は http://gallerymaxny.com/

　

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
禅

画
の
概
念
を
め
ぐ
る
展
示
会

「
無
功
徳
：
ギ
ッ
タ
ー
・
イ
エ

レ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
禅
画
」

が
３
月
８
日
（
金
）
か
ら
６
月

16
日
（
日
）
ま
で
、ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。 

　

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
在
住
の
カ

ー
ト
・
ギ
ッ
タ
ー
と
ア
リ
ス
・

イ
エ
レ
ン
・
ギ
ッ
タ
ー
夫
妻
の

禅
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
世

界
で
も
有
数
の
禅
画
作
品
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
江
戸
時
代

（
１
６
１
５
〜
１
８
６
８
）
か

ら
近
代
に
か
け
た
日
本
の
禅
僧

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
禅
画
は
、

他
の
仏
教
絵
画
と
は
大
き
く
異

な
り
独
自
の
位
置
を
占
め
る
存

在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

白
隠
禅
師
か
ら
始
ま
る
同
展
で

は
、
禅
画
の
先
駆
者
で
あ
る
僧

侶
の
風
外
慧
薫
（
１
５
６
８

〜
１
６
５
４
）
や
茶
人
の
松

花
堂
昭
乗
（
１
５
８
４
〜

１
６
３
９
）
か
ら
、
白
隠
の

遺
産
を
19
世
紀
、
20
世
紀
へ

と
発
展
さ
せ
た
中
原
南
天
棒

（
１
８
３
９
〜
１
９
２
５
）、
そ

し
て
日
本
の
近
代
書
家
の
作
品

を
展
示
す
る
。

 　
開
廊
時
間
は
水
〜
日
曜
の

正
午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

入
場
料
は
一
般
12
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
・
16
歳
以
下
は
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org

を
参
照
。

ジャパン・ソサエティー

無功徳  3 月から

ギッター・イエレン・コレクション展

禅
画
の
概
念
４
０
０
年
の
歴
史

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
文

香
（
ふ
る
か
わ
・
あ
や
こ
う
）

の
個
展
「
日
本
ら
し
さ
！
：
伝

統
か
ら
か
わ
い
い
ま
で
」
が
２

月
21
日
（
水
）
か
ら
４
月
２
日

（
火
）
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン
80

番
地
14
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

古
川
は
昨
年
12
月
、
文
字
で

描
い
た
ア
ー
ト
作
品
を
発
表
。

同
展
で
は
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
顔
を
模
し
た
作
品
や

毛
糸
で
作
っ
た
母
性
讃
歌
の
編

み
物
作
品
、
墨
絵
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
実
験
的
作
品
な
ど
を

展
示
す
る
。
作
品
売
上
の
純
益

は
能
登
半
島
地
震
の
復
興
支
援

に
寄
付
さ
れ
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
２
月
21
日
（
水
）
５
時
か

ら
７
時
ま
で
。
入
場
無
料
。
開

廊
時
間
は
月
〜
金
曜
の
午
前
11

時
か
ら
午
後
５
時
。

レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
展

伝
統
か
ら
か
わ
い
い
ま
で

https://america-keitai.com/
https://japansociety.org
http://e53wellnessnyc.com/campaign/1482
mailto:info@ikebanany.org
mailto:kumikomartin@gmail.com
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
https://www.govisland.com
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https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing
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https://shoppeobject.com
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http://gallerymaxny.com/
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://forms.gle/nW2RY95sMtJ16YyX7
mailto:ny.entame@gmail.com
https://www.flatjp.org/
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